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建築工事特記仕様書（1）

－（A1）

－（A3）

Ａ－０１

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

新築

１階

建　築　工　事　特　記　仕　様　書

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」（以下「標仕」

　という。）、「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」（以下「改修標仕」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版)」（以下「解体

　共通仕様書(最新版)」という。)による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針」を参考とする。

２　特記仕様

　(1) 項目は番号に    印のついたものを適用する。

　(2) 特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

３　施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート(最新版)に従い、提出のこと。

　(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

　　・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　　・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

1 ・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。

・本工事の優先順位は、公共建築工事標準仕様書（１.１.１）に示す以下の順とする。

　①質問回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④図面　⑤標準仕様書

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工するこ

施工基準
１

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

・公共建築工事標準図(建築工事編)(国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　最新版)

と。

・工事写真の撮り方(建築編)営繕工事写真撮影要領・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・建築工事監理指針・建築改修工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

適用基準等2

3 官公署その他への届出 　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者の負担とする。

　受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に、㈱日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

ともに、センター登録の「工事受領書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日、日曜日、国民の祝日に関

する法律に定める国民の祝日、年末年始を除く。

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)
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　(1)工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　(2)工事内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

　なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

　受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い、連絡を密にすること。

１　原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め、工事現場が不稼動で

　ある期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかに取れる体制を確保すること。

２　現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

　らない。

5

6

別契約の関連工事

現場代理人等

３　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

４　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。 

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

　(1) 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等を開始するまでの期

　　間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　(2) 工事請負契約書（以下「契約書」という。）の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日から契約期間満了

　　までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。 　　　                         

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また、建設工事公衆災害防

止対策要綱を遵守する。

技術管理7

　工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと電気保安技術者

する。

　・要　　・不要

8

１　部分的な設計変更、一部の追加工事等に関して、請負代金に増減が生じた場合は、受注者は、施工に先立ち工事費の増減を精

　算した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

２　材料及び工法の変更により、建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請(法第１８条第２項においての適用を含

　む。)又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて、受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

条件明示項目9

安全対策 １　工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。10

２　工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

　に近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。更に、実施運営についても担当者

　と協議を行い、支障のなきよう努めること。

４　喫煙等については、事前に協議を行い、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

５　受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６　建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。総括安全衛生管理義務者

　※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）発生材の処理等

11

12

産業廃棄物の処理 　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり、以下の事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けるこ

と。

１　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

13

　律（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

２　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

　制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施所を作成し、速やかに報告のこと。

３　受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

　施すること。

４　施工計画書には、契約者の写し、施工者の写し、搬出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

用 　途 　規　 制

工 　事 　場 　所

工 　事 　名 　称

そ の 他 の 規 制

工 事 期 間 ・ 限 契約工期による。

準住居

第１種低層 第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

近隣商業 商業 準工業 工業 工業専用 指定なし

NO 名　　　称 工　　種 構　造
床　面　積　(㎡)

延面積(㎡) 備　考

別　途　工　事

Ⅰ

Ⅱ

工
　
事
　
概
　
要

建
築
工
事
仕
様

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

風致地区　自然公園　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域　指定なし

建築工事 鉄骨造

概　要　説　明

敷地面積　　　　　　　㎡

３　別添仮設計画図(基本設計報告書内)・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検

　討の上、事前に協議を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

　建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受けること。

　屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空

気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を選定する。（標仕を参考とすること

。)更に、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製

品、材料の利用にも努めること。

建築材料等14

材料の品質等 　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳマーク表示のない材料及

びその製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

15

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　（3）安定的な供給が可能であること。

　（4）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は外部機関((社)公共

建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるもの

とする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、当

該商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受けること。

　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

前、作業終了後の確認等、確実な管理を行うものとする。

材料等の保管16

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

　試験は、公的試験場で行うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。材料の検査に伴う試験

17

18

技能士19

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、

パラジクロロベンゼン、アセトアルデヒドの濃度を測定し、報告する。測定は、パッシブ型採取機器により行う。

着工前の測定　　　※行わない　　　・行う　測定対象室　　　　・図示　　　　　

化学物質の濃度測定20

測定対象化学物質の放散量　　※全ての使用材料は全てＦ☆☆☆☆を原則とする。

21 技術検査 　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

完成時の提出図書22

※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書、保証書、その写し各２部を提出すること。各種検査合格書等

　なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

23

24 取扱説明書の作成 　しゅん工引渡し時に、取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監

督職員の指示による。）

25 工事写真 　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は、２００万画素以上、記録

画素数は１２８０×９６０画素以上とする。

　

　

　工事写真の撮影要領は、工事写真の撮り方(建築編)営繕工事写真撮影要領・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新版）

完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

区　分

着工前

工事中

完成時

定期提出

しゅん工写真

分類・規格 撮影箇所 提出部数 備　　　考

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

・サービス版　　※キャビネ版

　ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

　・　　・９　・１２

  ・３　・６　・９

　状況によりつなぎ写真

　必要に応じ撮影する。

　完了届提出用

　工事月報用

　主として外観

　主として内観

1

1

1

2

1

1

26 設計ＧＬ

　市内下請業者・市内材料調達の促進について市内下請

・材料調達の促進

27

２　工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たって配慮をするこ

　と。(現場事務所等での事務用品も含む。)

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償保険等

する保険に加入すること。

28

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。施工体制点検29

30 不法無線局の排除 　受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。地元説明会31

　に努めること。

　めること。その場合、適正な価格で請け負わせ、下請代金は、適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化

近隣家屋の調査32

バリアフリー 　バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

設計図の製本

施工図等の取り扱い 　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

環境配慮 　使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画を立て、省エネ施工に努めること。

　設計図書に明記なくとも、機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象とし

ない。また、その費用(手数料とも)は、一切受注者の負担とする。

軽微な変更

33

34

35

36

37

不当介入の防止

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）  

１　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員、暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

　う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で、速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

２　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

　に対して、十分に指導を行うものとする。

３　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

　する。

38

 ・標準仕様書　１章一般共通事項（１.５.８）工法の提案「書式」工法の提案39

※完成図(しゅん工図)提出部数　※４部　　・　　部（原図訂正した図面及び電子媒体(ＣＤ－Ｒ)）

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水

適用工事種別 技能検定の職種等

鉄筋工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鉄骨工事

組石工事

防水工事

・ 鉄筋施工

・ 型枠施工

・ コンクリート圧送施工

・ 構造物鉄工

・ とび

・ ブロック建築

・ ＡＬＣパネル施工

・ アスファルト防水

・ ウレタンゴム系塗膜防水

・ 合成ゴム系シート防水

・ 塩化ビニル系シート防水

石工事

・ シーリング防水工事

・ 石材施工

屋根工事 ・ 内外装板金

金属工事
・ 鋼製下地工事

・ 内外装板金

　受注者は、工事の着手前及び完了後に、当該庁舎敷地境界線から半径100ｍ以内の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事の

起因する損傷等の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者

自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

(1.1.3)

(1.1.4)

(1.1.1)

(1.1.1)

(1.1.7)

(1.3.3)

(1.3.7)

(1.3.9)

(1.3.8)

（1.4.1）

（1.4.2）

（1.4.6）

（1.4.5）

（1.5.2）

（1.5.9）

その他40

（1.6.2）

構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ・ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

２

仮
　
設
　
工
　
事

監督職員事務所 監督職員事務所の規模　（　・ １０ｍ2 ・ ２０ｍ2 ・ ３５ｍ2・ ６５ｍ2 ・ １００ｍ2）程度

構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ・ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

必要に応じて室内外の壁、天井、床等シートで養生する。

溶接作業を行う場所については、防炎シートを使用し、防火対策を講ずる。

解体作業を行う場所については、防音シートを使用し、防音対策を講ずる。

特記なき限り垂直養生部は、メッシュシートを使用する。

足場は、別契約の関連工事においても利用できるものとする。

仮設計画書

シート養生

工事用電力

工事用水

仮囲い２

３

４

５

６

１

別添仮設計画(基本設計報告書内)による他鉄板塀、金網塀、板塀等の仮設計画を立案し、監督職員と協議すること。

工事の着手に先立ち、仮設計画書(交通誘導員・足場等含む)を作成して監督職員に提出する。

７

８

ベンチマーク

足場その他 足場を設ける場合には、「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、関係法令等に従い適切に対応のこと。

３

土
　
工
　
事

基礎支持地盤の確認

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

山留め

根切完了後､監督職員の承諾を得て施工する｡また、支持地盤で設計支持力が得られないと見込まれる場合は、監督職員と協議の

上適切な処置を取ること｡

種　　別

・ 構内指示場所敷きならし 　・ 構外指示場所敷きならし 　　※ 構外搬出適切処理  

・ 自立鉄鋼板　　　　　　　 ・切梁腹起鉄鋼板

・ Ａ種　 ※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　　不足分は良質土搬入する。(建設大臣認定埋込み工法)

１

２

３

４

５

６

７

地下水処理工法

締め固め

その他

※ 釜場工法　　・ ウェルポイント工法　　・ ディープウェル工法　　・ その他

標仕による

標仕による

４
構造特記仕様書による

地
　
業
　
工
　
事

５

鉄
　
筋
　
工
　
事

６

構造特記仕様書による

構造特記仕様書による

コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

監督員の検査　　・ あり　　・ なし

７
構造特記仕様書による

(2.3.1)

(2.3.1)

(3.2.1)

(3.2.3)

(3.2.5)

(3.3.1)

種　別

塗膜防水の材料

９

防
　
水
　
工
　
事

アスファルト防水１ (9.2.2),(9.2.3),(表9.2.3から9),(改修標仕表3.3.3から10）

改質アスファルト

シート防水（熱工法）

２

防水層の種類 種　　　別 施　工　箇　所

・ 屋根保護防水密着工法

・ 屋根保護防水密着断熱工法

・ 屋根保護防水絶縁工法

・ 屋根保護防水絶縁断熱工法

・ 屋根露出防水絶縁工法

・ 屋根露出防水断熱工法

・ 屋内防水密着工法

・Ａ－１　　　・Ａ－２　　　・Ａ－３

・ＡＩ－１　　・ＡＩー２　　・ＡＩ－３

・Ｂ－１　　　・Ｂ－２　　　・Ｂ－３

・ＢＩ－１　　・ＢＩー２　　・ＢＩ－３

・Ｄ－１  ・Ｄ－２  ・Ｄ－３  ・Ｄ－４

・ＤＩ－１　　・ＤＩ－２

・Ｅ－１　　　・Ｅ－２

アスファルト

アスファルトルーフィング

端部押え金物　アルミ製

立上り部の保護　・　押出成形セメント板t=１５　・　乾式保護材　・　コンクリート押え　・モルタル押エ　・レンガ

※ Ｌ－３０×１５×２．０　　・ Ｌ－４０×１０×２．０

・ ９４０ ※ １５００

・ １　種　 　・ ２　種　 　※ ３　種　　・４　種

屋根露出防水の仕上塗装塗り　　※　行う（ ・ シルバー　 ・ カラー）　・ 行わない

防水層の種類 種　　　別 厚さ(mm) 施　工　箇　所

・ 屋根露出防水密着工法

・ 屋根露出防水絶縁工法

・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

断熱工法の断熱材

 ・ＡＳ－Ｔ１ ・ＡＳ－Ｔ２ ・ＡＳ－Ｊ１

 ・ＡＳ－Ｔ３ ・ＡＳ－Ｔ４ ・ＡＳ－Ｊ２

 ・ＡＳＩ－Ｔ１　　　・ＡＳＩ－Ｊ１ 

合成高分子系

ルーフィングシート防水

塗膜防水

ケイ酸質系塗布防水

シーリング

３

４

５

６

工　法 種　別 厚さ(mm) 施　工　箇　所

接着工法

機械的

固定方法

・ Ｓ-Ｆ１ ・ ＳＩ-Ｆ１

・ Ｓ-Ｆ２ ・ ＳＩ-Ｆ２

・ Ｓ-Ｍ１ ・ ＳＩ-Ｍ１

・ Ｓ-Ｍ２ ・ ＳＩ-Ｍ２

・ Ｓ-Ｍ３ ・ ＳＩ-Ｍ３

 ※１．２　　・１．５

 ※１．５

 ※１．２

断熱工法の断熱材

防水層の種類 種　　　別 施　工　箇　所

・ ウレタンゴム系塗膜防水

・ ゴムアスファルト系塗膜防水

　・ Ｘ－１　・ Ｘ－２

　・ Ｙ－１　・ Ｙ－２

防水層の種類 種　　　別 施　工　箇　所

 ・ ケイ酸質系塗布防水層 　・ Ｃ－ＵＩ　・ Ｃ－ＵＰ

ケイ酸質系塗布防水の材料

材　　料　　　※ 標仕による。

種　別（記　号） 施　工　箇　所

接着性試験

浸透性はっ水剤

(外部打放し化粧部)

脱気装置

Ｆ Ｒ Ｐ 防 水

オーバーフロー管

※簡易接着性試験　　　　・引張接着性試験(部位　　　　　　　)

アクリルシリコン樹脂塗装＋シリコーン撥水剤

図中印箇所に施工。ただし、印なき箇所も必要と思われる所は、施工すること。

施工箇所：

ＳＵＳ製

７

８

９

10

止水板

11

12

ＭＳ-２

ＰＵ-２

ＳＲ-１ ガラス

材　　質：　ステンレス製

 

８

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

建築用コンクリート

ブロックの種類

各部の配筋

ＡＬＣパネル

形　　　状

種　　　別

厚さ（mm）

耐　力　壁

帳壁 ・ 塀

・ 空洞ブロック　　・　型枠上ブロック

・ Ａ種（０８）　・ Ｂ種（１２）　 ※ Ｃ種（１６）　・Ｃ種防水（１６W）

・ １００　　・ １２０　 　・ １５０

・  構造図による。（交差部、端部（開口部）は標仕による。）　　・　別図による。

・  構造図による。　　　　・　別図による。

１

２

３ 種　類 単位荷重(Ｎ/㎡) 厚さ(mm) 耐火性能等 備　考

外　壁

間仕切り

屋根用

床用

・ 外壁パネル工法 種　別　　・ Ａ種　 ・ Ｂ種

出隅・入隅目地幅（mm）※ ２０　 

・ 間仕切壁パネル工法 種　別　　・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・Ｄ種　 ・ Ｅ種

押出成形セメント板４ 種　　　別

・　外壁パネル工法　　　　・ Ａ種　 ・ Ｂ種

・　間仕切壁パネル工法　　・ Ｂ種　 ・ Ｃ種

※ノンアスベスト品（ＪＩＳ　Ａ　５４４１規格品）フラットパネル

５ 外壁サイディング

・　風圧力に関しては「ＥＣＰ施工標準仕様書」等参照

・　目地シーリング　標仕による

鉄
　
骨
　
工
　
事

材　　質：非加硫ブチルゴム　　厚さ：６　　高さ：１５０

責任施工及び

保証期間

防水工事は、責任施工とし、保証期間は、次のとおりとする。

13

14

水張試験 ・ 要　　・ 不要

断熱工法の断熱材　　材種(　　　　　)　厚さ（mm）　・　２５　　・　

耐火１時間

　　※ 塗装品(親水性フッ素樹脂塗料)　　・ 無塗装品　　厚さ：６０　　働き幅：６００、９００

　　・ コーナー部：アルミパネル加工(焼付塗装)

備　考

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

備　考

（9.3.2）

備　考

備　考

（9.4.3）

（9.5.2）

備　考

（9.6.2）

（9.7.2）

備　考

（8.3.2）

（8.2.5）

（8.3.3）

（8.2.2）

（8.4.3）

（8.4.4）

（8.5.2）

（8.5.3）

（8.5.4）

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1から3),(改修標仕表3.4.1から3）

（9.2.2）

(9.4.2),(9.4.3),(表9.4.1から2),(改修標仕表3.5.1）

（9.5.2),(9.5.3),(表9.5.1)

（9.6.2),(9.6.3),(表9.6.1から2)

適用工事種別 技能検定の職種等

左官工事

建具工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事

排水工事

植栽工事

内装工事

舗装工事

・ 左官

・ 木製建具加工

・ アルミ製室内建具製作

・ ビル用サッシ施工

・ 自動ドア施工

・ ガラス施工

・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・ 建築塗装

・ カーペット系床仕上工事

・ ボード仕上工事

・ 表装(壁装作業)

・ 畳製作施工

・ 建築配管

・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事

・ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事

・ 造園工事

・ プラスチック系床仕上工事

（1.7.1から3）（表1.7.1）

解体工事

電気設備工事

機械設備工事

新築

解体

一式

一式新築

外構工事 新築

121.00

一式

一式

121.00

121.00

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

滋賀県長浜市大戌亥町313番地 57,566.42

排水、舗装、囲障工事

既設建物接続部、外構工事

　放射線治療診察室及び渡り廊下の増築工事を行う。既設本館棟(放射線科)の待合廊下部分に

接続し同一棟の増築を行う。また、増築工事に伴う電気設備工事、機械設備工事、外構工事も

本工事で行う。

測定箇所数　　　　３箇所（監督職員の指示による。）　　　　　　・図示　　　　　

※長浜病院の求める書類とする。【データ共提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式）】

　・５　・９　・２０

　・　　・６　・２０

　・　　・１２　・５０

※図示(本館棟1FL-500)　　　・現場にて指示

　工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　指定サイズ　Ａ１：２部、Ａ３：４部

　長浜病院(長浜市)の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

 ・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。

 ・工事関係書類等は、書面にて残すこと。工事関係者は腕章を付けるなどして、容易に区別できるようにすること。

 ・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書（施工体制台帳、施工体系図）再下請通知書について、金額にかかわらず提出す

　ること。

 ・部分使用又は仮使用については、竣工検査までに、使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意する

　こと。

 ・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

10名程度の打合せスペースを確保する。現場事務所と兼用を認める。

１２０、１００７８、６５

クリオン㈱　　又は同等品以上

屋根-1､2平場

屋根-1､2立上り

コンクリート目地、ＡＬＣ板

金属

設置数量：メーカー仕様による　　設置箇所：屋根-1､2

・ アスファルト防水　　　　　　　　　　　　　　年間　　・ 改良アスファルトシート防水　　　　　　　　　　　　　　　年間

・ 合成高分子系ルーフィングシート防水　　　１０年間　　・ 塗膜防水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間

・ ＦＲＰ防水　　　　　　　　　　　　　　　　　年間　　・ ケイ酸質系塗布防水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間

ﾛﾝｼｰﾙ工業㈱:ｼｰﾄ防水ｼｽﾃﾑ 225仕様[US工法]又は同等品以上

外壁-1、既設外壁

 ※２．０　　・１．５

 ・２．０　　※１．５

１　本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り長浜市に本店を有する業者へ発注するよう努



流し台 ㈱ＬＩＸＩＬ：コンパクトキッチンティオ　ベーシックタイプ　又は同等品以上

材種：ステンレス　　　　形状：タイヤレス　アンカー付　　　　　寸法：幅３５

11

12

13 化粧ケイ酸カルシウム板

無石綿ケイ酸カルシウム板

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

種　　　類　　　　・ せっこう系　　・ セメント系　厚さ15mm程度

　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

※ 　ＳＵＳ ３０４　　　・　　ＳＵＳ３１６（標仕による)

※ 硬質塩化ビニル管(カラー)　　ＶＰ　　　・ 鋼管　　　・ アルミ(ＢＢ-２種)

・　既製調合モルタル(外壁、床)

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

建築工事特記仕様書（2）

－（A1）

－（A3）

Ａ－０２

10

石
　
工
　
事

石材１

品　質　　　　床用　・１等　※２等 その他　※１等　・２等

施工箇所 石材の種類・品質 寸法 産地 仕上の種類 備　考

テラゾブロック

テラゾタイル

取付金物

壁の石張り工法

２

３

４

５

種石の種類,大きさ　　　 ・大理石の類　・花こう岩の類

磨き仕上の種類　　　　　・本磨き　・水磨き　・粗磨き

種　　類　　　　　　　　・大理石の類　・花こう岩の類

磨き仕上の種類　　　　　・本磨き　・水磨き　・粗磨き

　　　　　　　　　　　　　　　　アンカーの材質寸法

外壁石張り　　　　　　　石材の厚み　　　　　　　　mm

・　湿式工法

・　乾式工法

内壁石張り　　　　　　　石材の厚み　　　　　　　　mm

・　空積み工法

・　乾式工法

６ 床及び階段の石張り

床石張りの裏面処理　　　※ 行わない 　　　　・ 行う

屋内のワックス掛け　　　※ 行う:ジェットバーナー及びウォータージェット仕上げは、水性樹脂ワックスとする。　・ 行わない

タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

11
材料１

２

３

４

貼り付け用材料

あと張り工法

・　内装用接着剤　ＪＩＳ　Ａ５５４８　Ｆ☆☆☆☆　４０ＶＯＣ基準適合

壁タイル張りの工法

内装タイル　　※ 壁タイル接着剤張り　　・ 改良積み上げ張り　　・ 内装壁タイル接着剤張り

外装タイル　　※ 密着張り　・ 改良積み上げ張り　・改良圧着張り又は長期性能保証が付与される施工　・ 外装壁タイル接着剤張り

型枠先付けの種類型枠先付け工法

施工箇所 形状・寸法 生地 耐凍害性 滑り抵抗性・釉薬 備　考

内装タイル以外のユニットタイル　　　　 ・ マスク張り　　      ・ モザイクタイル張り　　　　　　 ・ 外装壁タイル接着剤張り

種類

・ 目地桝法

※ タイルシート法

・ 桟木法

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

　・ 小口タイル

　・ 二丁掛けタイル

　　大形タイル

　　※ 標仕6.9.3［材料(b)(2)又は金属製タイル先付け用パネル

５ 伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地 位置,目地寸法　　　　　　・ 別図　　　　・ 標準仕様書　　　　・ 

※ 入れる　　　　　　 　 ・ 入れない

６ 接着力試験

打診検査

※ 行う　　　　・ 行わない

７ その他 剥離・剥落対策

　乾式固定工法又は受注者の責任により選定する。

タイル張瑕疵保証

　建築基準法第１２条に基づく定期報告の対象となる外壁タイル張は、引渡し後３年ごとに調査をし、１０年間の瑕疵保証をする。

８ タイル製造所 ＬＩＸＩＬ、ＴＯＴＯ同等品

12

木
　
工
　
事

１

２

３

４

木材の使用について

木材の断面寸法

表面仕上げ

木材

表示寸法で板材、造作材は仕上がり寸法、構造材はひき立て寸法とする。

・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

木材の含水率          ※ Ａ種　　・ Ｂ種

造作材の等級          ※ Ａ種　　・ Ｂ種

施工箇所 部材名称 樹種 品質・等級 寸法・形状 備　考

屋
　
根
　
及
　
び
　
と
　
い
　
工
　
事

13
１

２

３

性能

長尺金属板葺

折　板　葺

屋根葺形式　　

材　　種

厚　　さ

下　　葺

形　　式

材　　種

種　　類

・　フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板

・　溶融アルミニウムメッキ鋼板及び綱帯

・　塗装溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板及び綱帯

・　塗装溶融５５％アルミニウムー亜鉛合金メッキ鋼板及び綱帯

・　ポリ塩化ビニル被覆金属板

・　冷間圧延ステンレス鋼板及び綱帯

・　塗装ステンレス鋼板

留付け用部材 ・　亜鉛メッキを施した鋼製品　　　・　ステンレス製品

・　塗装溶融亜鉛メッキ鋼板　・　溶融アルミニウムメッキ鋼板　・　

山　高　　　　　(ｍｍ)　　山ピッチ　　　　(ｍｍ)

板　厚　・ ０．６ｍｍ　　・ ０．８ｍｍ 軒先面戸板　※ あり　・ なし

けらば包み　※ あり（厚さ　　　(ｍｍ)　　幅　　　(ｍｍ)）　・ なし

３０分耐火　※　あり　　・　なし

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

耐　力　　　　（Ｎ／㎡）

４

５

６

７

アスファルトシングル葺

粘　土　瓦　葺

とい

ドレイン

種　　類

種　　類

下 葺 材

材　　種

掃 除 口

防 露 材

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

※ 設ける　　　　　　　・ 設けない

※ 標仕表１３．５．４による。　　・ 　　　　　　　

・ フロアドレン　鋳鉄製タールエポキシ塗装(・２種　・３種)

・ ハーフドレン　鋳鉄製タールエポキシ塗装(・２種　・３種)

(13.4.2)

・ 横引きドレン　鋳鉄製タールエポキシ塗装(・２種　・３種)

雪止め金物 ・図示による。８

９ 責任施工及び

保証期間

・ 重ね形　　・ はぜ締め形　　・　完全嵌合式

・　横葺　　・　瓦棒葺　　・　平葺

一般部　※ 　０.４ｍｍ　・　　　　　　谷部　※ 　　　　ｍｍ　・　

※　アスファルトルーフィング９４０　　・　ゴムアスファルトルーフィング　t=1.0　片面接着

※　ゴムアスファルトルーフィング　t=1.0　片面接着　　　・　

耐風圧力　　　　　　　　　　　４.６ｋＮ/㎡　　積雪荷重 　　　　　　　　　　　1,000 Ｎ/㎡

日本瓦葺　　寸法:300×300程度　　　　産地:いぶし瓦　車椅子駐車場屋根、東側駐輪場屋根(２寸勾配)

ロッキング乾式工法用金物　　　　　・　スライド材　・　ロッキング方式

目地材　　　　　　　　　※ 目地モルタル 　　・　目地シーリング　　　　石材の厚み　　　　　　mm

表面仕上げ　　花崗岩　　※ JP仕上げ

間伐材を含め県内産を利用することを提示、協議を行うこと。

施工箇所 部材名称 樹種 品質・等級 寸法・形状 備　考

５ 集成材 ・ 構造用集成材　・　構造用単板積層材　・　造作用集成材　・　化粧ばり造作用集成材　・　造作用単板積層集成材

６

７

防腐・防蟻処理

防虫処理

・ 木材保存剤は、人体への安全性及び環境への影響に配慮した表面処理用木材保存剤とする。

※ 行う　　適用範囲:　　　　　　　　　　　　　　内容:

８

９

床材張り

巾木

・ 合板　　　　　　　　厚さ(mm) 　・ ５．５　・ １２　・１５ 接着の程度　※ １類　　表面の品質　※ ２等

         樹種及び施工箇所：

・ パーティクルボード　厚さ(mm)　※ １５　　・　　　接着の程度　※ １３Ｐタイプ又は１３Ｍタイプ　

         樹種及び施工箇所：

材種：

(22.2.5)

(22.4.5)

(22.4.6)

（22.5.6)

（22.6.6)

(22.7.6)

（22.9.3)

(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.6)

(20.2.8)

(20.2.8)

（20.2.10)

（20.2.10)

（20.2.12)

（20.2.13)

(21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.2)

(21.2.2)

(22.9.2),(22.9.3)

(22.8.2),(22.8.3)

(22.4.2から4)

（22.5.3,4)

（表22.5.3)

(22.5.2),(22.5.3)

（22.2.2),(22.2.3)

（22.3.2),(22.3.3)

(22.4.2から4)

（20.2.14)

（20.2.14)

※ ＨＬ仕上げ　　・ Ｎｏ．２Ｂ　　・ 鏡面仕上げ
14

金
　
属
　
工
　
事

ステンレスの種類

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

鉄鋼の亜鉛メッキ

１

２

３

種類

表面仕上げ

種　　別 表　面　処　理

　無着色

表　面　処　理 種　　別

溶融亜鉛メッキ

電気亜鉛メッキ 　　・ Ｄ種　　・ Ｅ種　　・ Ｆ種

２

３

４

５

16

建
　
具
　
工
　
事

性能

アルミニウム建具

樹 脂 製 建 具

鋼 製 建 具

鋼 製 軽 量 建 具

建具図による。

表面処理

枠の見込み寸法　　　・ ７０　　　・ １００

・　外部に面する建具

種　　別 　耐風圧性 気　密　性 水　密　性 枠の見込み寸法

・　Ａ　種

・　Ｂ　種

・　Ｃ　種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

Ａ－３

Ａ－４

Ｗ－４

Ｗ－５

※ ７０　　・ １００

※ １００

６ ステンレス製建具

ステンレス鋼板

表面仕上げ　　　　　　　※ ＨＬ　　　　　・ 鏡面

曲げ加工　　　　　　　　※ 普通曲げ　　　・ 角出し曲げ（補強あり）

施工箇所 鋼板の種類（ＪＩＳ　Ｇ　４３０５）

屋 外

屋 内 ※　ＳＵＳ４３０　・　ＳＵＳ３０４　又は　ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ

木　製　建　具７ 建具図による。

組立時の含水率　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

建 具 用 金 物８ 吊金物

※　丁番　　　　　　材質：　※　ＳＵＳ　・黄銅　　（内部建具の軸は、鋼製としてもよい。）　

・　ピボットヒンジ　材質：　※　ＳＵＳ（ヒンジ部及び軸は鋼製）　・　亜鉛合金（木製建具用）

自動ドア開閉装置

自閉式上吊り引戸装置

10 建具図による。

重量シャッター11 シャッターの種類　・ 一般重量シャッター(耐風圧強度:　　)・ 外壁用防火シャッター(耐風圧強度:　　)　

鍵９

改修工事におけるキーのマスター合わせ　　※　行う　　・　行わない

　　　　　　　　種類：　※　既製品　　　・　製作品

なお、室名等の記入は、事前に監督職員と協議の上、決定すること。

　電解着色（ｽﾃﾝｶﾗｰ色）

１

種別　　電解着色　　・ 標準色　　・ 特注色

結露水の処理方法　　メーカー仕様による

　　　　　　　　　・ 屋内用防火シャッター　　・ 防煙シャッター　　・ 屋内グリルシャッター

開閉機能　　　　　※ 上部電動式(手動併用)　　　・ 上部手動式

危害防止機構　　　※ 障害物感知装置(自動閉鎖型)　　　

一般重量シャッターのシャッターケース　　　※ 設ける　　　　・ 設けない

　　　　　　　　　・ 耐熱ガラスクロス製スクリーン　　・ 

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨壁下地

金属成型板張り

４

５

６

野縁等の種類

外部野縁の間隔　　※ 標仕表１４．４．２による。　　・　

天井のふところ補修

スタッド、ランナーの種類

屋内　※ １９型　・ ２５型 屋外　・１９型　※ ２５型（耐風仕様）

・ ５０型  ・ ６５型  ・ ９０型  ・ １００型

形　　状 材　　種 寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ） 表　面　処　理

・ スパンドレル形

アルミニウム製笠木

手すり及びタラップ

エキスパンション

ジョイント

９

８

７ 笠木本体

表面処理

固定金具の間隔、固定方法等

形状 材種 表面処理 施工箇所 備考

材質

性能

材質

材質

天井

天井廻縁

天井見切り縁

点検口

10

11

※ ステンレス製既製品　　・ アルミ製既製品

・ 耐火仕様　　　　　　　・ 一般仕様

・ アルミニウム製　　使用箇所(　　　　　　　)　・ 塩化ビニル製

・ アルミニウム製　　使用箇所(　　　　　　　)　・ 塩化ビニル製

リン酸亜鉛処理

外部野縁受、吊りボルト、インサートの、端部からの設置位置　　※ １００以内(屋外）

※ 　標仕による (14.4.3)

断熱ドアセット、断熱サッシ　　　・ 適用する　断熱性の等級(　)

耐震ドアセット　　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級(　)

　　　・ 適用する　遮音性の等級(Ｔ－１)防音ドアセット・

・

・

標仕による。

標仕による。

標仕による。

※ ＳＵＳ３０４　又は　ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ

12 　規格： ※ ４５０角　・ ６００角

材質： ※ 

（13.5.2),(表13.5.1)

(表13.2.1)

（13.2.3)

(13.3.2)

(表13.2.1)

（12.6.1)

(12.3.2)

(12.3.1)

(12.4.1)(12.5.1)(12.7.1)

(表12.2.2)

(表12.2.1)

（12.1.4),(表12.1.1)

(12.1.3)

(11.1.3)

（11.2.2）(11.4.2) (表11.4.1)

(11.3.3)(表11.3.2)

(11.2.3)(表11.2.3)

(11.2.1)(11.2.2)(11.3.2)

(10.2.2)

（10.3.2）(10.3.3)(10.5.2)(10.5.3)

（10.4.2）(10.4.3)(10.5.2)(10.5.3)

(10.6.2から3)

(10.2.1)

(10.2.1)

(表10.2.2)

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

(10.2.1)

(10.2.1)(表10.2.1) 軽量シャッター

オーバーヘッドドア

ガ ラ ス

12

13

14

開閉形式　　　　　※ 手動式　　　・ 上部電動式(手動併用)

スラット　材質　　※ ＪＩＳ　Ｇ　３３１２(塗装溶勇融亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯)

 　　　　　　　　　　又はＪＩＳ　Ｇ　３３１８(塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金メッキ鋼板及び鋼帯)

　　　　　形状　　※ インターロッキング形　　　　・ オーバーラッピング形

ガイドレール等　　※ 鋼板製　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４(厚さ１．５ｍｍ)

台風圧強度　　　(　　)Ｎ/㎡

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバークラスタイプ

　※ バランス式

　・ チェーン式

　・ 電動式

　・ スタンダード形

　・ ローヘッド形

　・ ハイリフト形

　・ バーチカル形

　※ 溶融亜鉛メッキ鋼板

　・ ステンレス鋼板

　　（ＳＵＳ３０４，ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ）

17

16

建
　
具
　
工
　
事

・　シングル　・　ダブル（ただし、暗幕用は３００ｍｍ以上の召合せの重掛けとする。）

15 網戸等 防虫網　　材種：ステンレス(SUS316)製　　線径：0.25mm以上　　網目：16～18メッシュ 

・ タイルカーペット

　

18

塗
　
装
　
工
　
事

１ 素地ごしらえ 木部 　※ Ａ種（透明塗料の場合はＢ種）　・ Ｂ種

　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　※ Ｃ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

鉄面（鉄骨工事は除く）

亜鉛メッキ面

モルタル・プラスター面

コンクリート・ＡＬＣパネル面

コンクリート・押出成形セメント板面

せっこうボード面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（継目処理工法の場合は、Ａ種）

２ 錆止め塗料塗り

　　　　　　　　鉄面屋内　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

　　　　　　　　亜鉛メッキ面　　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

グリーン購入法に基づく無鉛型錆止め塗装を採用しようとする場合は、事前に監督職員の承諾を得ること。

特殊塗料塗り４

内
　
装
　
工
　
事
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１ ビニル床シート張り シートの種類

※ 織布積層床シート（ＮＣ）

厚　　さ ※ ２．０　　・　２．５　　・　２．９

２ ビニル床タイル張り 材　　質：

厚　　さ ※ ２．０　　・　３．０

３ 特殊機能床材

・ 耐動荷重性床シート　　　　　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

・ 防滑性床シート又は床タイル　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

４ ビニル巾木

５ カーペット敷き

種　　　別 ※ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

※　ループパイル　　・　カットパイルパイル形状

６ 合成樹脂塗床 弾性ウレタン塗り床

エポキシ樹脂塗り床

仕上げの種類

仕上げの種類

７ フローリング張り

　※複合１種フローリング

　・複合２種フローリング

　・複合３種フローリング

　・フローリングボード

　・フローリングブロック

　・モザイクバーケット

種　類 樹　種 厚　さ(mm) 工　法 備　考(仕上げ等)

複合

単層

８

９

10

14

15

畳  敷  き

せっこうボード張り

化粧せっこうボード張り

無石綿セメント板

ロックウール吸音板

合板張り

畳の種類　　

ＪＩＳ規格品　　　・トラバーチン模様９．５　　・木目模様９．５

厚さ(ｍｍ)　　　　　・４　　・５　　・６

厚さ(ｍｍ)　　　　　・５　　・６　　・８　　・１０　　・１２

厚さ(ｍｍ)　　　　　・５　　・６　　・８　　・１０　　・１２（無石綿タイプ）

厚さ(ｍｍ)　　　　　・９　　・１２　・１５　　　　柄　・一般　　・リブ　　・キューブ

ＭＤＦ及びパーティクルボードは、Ｆ☆☆☆☆等級とする。

軽量鉄骨下地ボード遮音壁のシール材

※ アクリル系シーリング材　　・ ウレタン系シーリング　　・ ジョイントコンパウンド

・ 普通合板　　　　　樹種名：　　　　　　厚さ(ｍｍ)：　　　接着の程度　※ １類　　表面の品質　※ ２等

・ 天然木化粧合板　　樹種名：　　　　　　厚さ(ｍｍ)：　　　接着の程度　※ １類　　表面の品質　※ ２等

合板の日本農林規格に適合(含　難燃処理・防虫処理)し、以下による。

　a　普通合板の板面の品質は、特記を除き、広葉樹は1等、針葉樹はＣ－Ｄ以上とする。

　b　特殊加工化粧合板の表面性能は、合板の規格（規格：Ｆ、ＦＷ、Ｗ、ＳＷ）に定義する使用箇所例による。

　c　耐水性(規格：接着の程度)は、原則として、水廻り(継続的に湿潤となる箇所)は１類、他（時々湿潤となる箇所）は、２

類とする。

張付け工法は、「標示」（表19.7.3）を参照する。

・市内産を利用することを提案、協議を行うこと。

・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　・ Ｄ種　（いずれも防カビ仕様）　建材畳

16

17

壁紙張り

断熱材打込み工法

材質　・ビーズ法ポリスチレンフォーム　　　・押出法ポリスチレンフォーム　　　・Ａ種硬質ウレタンフォーム

　　　・フェノールフォーム　　　・木毛セメント板　　　(ただし、特定フロンを含まないものとする。)

厚　さ（ｍｍ）　　・ ２０　　※ ２５　　・ ３０

18

19

断熱材現場発泡工法 材質　　　硬質ウレタンフォーム　　　・吹付け厚さ　２５ｍｍ

グラスウール

塗料種別　　　　鉄面屋外　　　　　　　　※ Ａ種(鉛・クロムフリー)　　・ Ｂ種

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

材　　質　　　　　※　シーリング(標仕による）　　　・　ガスケット

３ 一般塗料塗り ※　標仕による

・ 織じゅうたん　　 ウィルトンカーペット（下敷き材あり）　　ループパイル

材　　質　　　　　※ 無機質　　・ 織物クロス（素地ごしらえ　B種）

・　床　　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(ｍｍ) ・　　

・　壁　　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(ｍｍ) ・５０　・１００　

・　天井　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(ｍｍ) ・１００

・ 帯電防止床タイル　　　種類(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)　　厚さ(　2ｍｍ　　)　　性能　（体積抵抗値1.8×10　Ω）
7

(16.9.2)

(16.10.3)

(16.11.2)

(16.8.4)

（16.8.2),(表16.8.1)

(16.6.4)

(16.7.2)

(16.6.5)

(16.6.3)

(16.5.3)

(16.4.3)

(16.6.2)

(16.3.2)

(16.2.4)

(16.2.4)

(16.2.4)

(16.4.2)(16.3.2)(16.2.2),(表16.2.1)

（14.8.2）(14.8.3)

(14.7.2)

(14.7.3)

(14.6.2)

(表14.5.1)

(14.4.3)

(表14.4.1)

(14.4.4)

（14.2.3),(表14.2.2)

（14.2.2),(表14.2.1)

(14.2.1)
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舗
　
装
　
工
　
事

路　床 遮断層

ＣＢＲ試験

締固め度試験

１ ※ 設ける（ ・ 川砂　・ 山砂） ・ 設けない　・厚さ

・ 行わない　　・ 行う

２ 路　盤 種　別

３ アスファルト舗装

車道部の基層　　　　※ なし　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※５０　・　

　　　　　　　　　　・ あり　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※３０　・　　　基層 ※５０　・　

　　　　　　　　　　締固め底試験

・シールコート　　　・ 行わない　　　・ 行う

・混合物の抽出試験　・ 行わない　　　・ 行う

・締固め厚及び舗装厚さ切取り試験　　 ※ 行う

コンクリート舗装４

溶接金網　　　　　　※ あり　　　　　・ なし

厚さ試験　　　　　　・ 行わない　　　・ 行う

混合物の試験　　　　・ 行わない　　　・ 行う

ニート工法の試験　　・ 行わない　　　・ 行う

塗布工法の試験　　　・ 行わない　　　・ 行う
(

カラー舗装 ・ カラー舗装 材質： ※ 着色加熱アスファルト混合物(表層の種類 ※ 密粒 ・ 細粒)５

　　　 ・ 

　　車道部の基層 ※ なし　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ５０　・　

・ あり　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ３０　・　　　基層 ※ ５０　・　

６ 透水性アスファルト舗装 ・ 舗装厚さの試験　　　・ 混合物の抽出試験

７

８

排水性アスファルﾄ舗装

ブロック系舗装

種 類 ・ 改質アスファルトⅠ類　　※ 改質アスファルトⅡ類

・ コンクリート平板舗装

※ 普通平板　・ カラー平板　・ 洗出平板　・ 擬石平板　　　種　類

・ インターロッキングブロック舗装

※ 標準ブロック ・ 透水性ブロック ・ 誘導、注意喚起用ブロック ・　　　　種　類

　　　厚さ(ｍｍ)　

20

ユ
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１ フリーアクセスフロア 構成材

構法

寸法

・ 塩ビ製　・ 鋼板製　・ 木質製　・　 

※　パネル構法　　・　溝構法

積載荷重　　　　　・３０００Ｎ　・５０００Ｎ　　地震時水平力　・１．０Ｇ　　・０．６Ｇ

スロープ、ボーダー及びコンセントの取付け対応

２ 可動間仕切り

（パーティション）

構造形式　　　　　・スタッド式　　・スタッドパネル式　　・パネル式

表面材種 ※　内装用樹脂フィルム積層鋼板　　・　　　　ｍｍ

品質は、ＪＩＳ　Ａ　６５１２によるものとする。【構造形状、構成基材、遮音性能】

移動間仕切３ 遮音性能 ・　一般タイプ　　

・　遮音タイプ（ＪＩＳ　Ａ　６５１２の遮音試験に準拠し、透過損失として３６ｄＢ以上のもの。）

表面材　　　　　　※　鋼板　　・　　　　　　　　　表面仕上げ：　・ 焼付塗装　・ 壁紙張り

４ 階段滑り止め

取付方法　　　　　※　接着工法　　　　・埋込み工法

５ 黒板 種　類　　　　　　※　焼付け黒板　　・　研ぎ出し黒板　　　　　　　　　　　色　彩：　※ 緑　・ 黒

枠　　　　　　　　※　アルミニウム製　・　木製

６ ホワイトボード 種　類　　　　　　※　ホーロー　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色　彩：　※ 白　・ 

枠　　　　　　　　※　アルミニウム製（行事用は打合せにより文字ライン入り）

７ 掲示板

衝突防止表示 ※ 図示による　　（市販品　※ステンレス製　　径 ※ 約３０ｍｍ　・　　ｍｍ／・ 両面　・ 片面）

※ 図示によるピクトサイン

８

９

室名表示等

ブラインド10

形　式 開　閉　方　式 スラットの材質 スラットの成型幅

※ 横型

・ 縦型 　・ １本操作コード　・ ２本操作コード

　※ ギヤ式　　・ コード式　　

　・ アルミ　・ クロス

　・　

　※ アルミ合金製 　※ ２５

　・　

　・ ８０　・ １００

12 カーテン

ひだの種類　　 ・ フランスひだ　・ 箱ひだ　・ つまひだ　・ プレーンひだ　・ 片ひだ

きれ地の品質等　暗幕.遮光用カーテン.医療用カーテン

材 種 ・ アルミ合金製　　・ ステンレス製13

形 状

※　図示による。14

15 くつふきマット マ ッ ト ・ 塩ビ製ラインマット　　　　　　・ 硬質アルミ　　　　　　・ ブラシタイプマット

・ ゴム製　　　　　　　　　　　　※ ステンレス製

受枠

消火器16 種類 ※ 粉末ＡＢＣ消火器( ・ ４型　・ ６型　※ １０型　・ ２０型)　・　　　

なお、申請手続きも本工事にて行うこととする。

消火器ボックス ※ 設ける（　※　全埋込型　・　据置型）＜文字表示入り＞　　・　設けない

※ ステンレス製　　　　　　　　　・ 硬質アルミ合金製

ブラインドボックス

パネル部総厚さ：　・　６０(ｍｍ)

　・ 操作棒式　・ 電動式(吹抜け部)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.3)

(19.4.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.7.2)

(19.8.2)

(19.9.2)

※　600　(ｍｍ)×　600　(ｍｍ)　　・　　　　　　仕上り高さ:50～350 (mm)

ロールスクリーン11 材種　ポリエステル　　　　設計　プロチェーン方式　　　　品質　抗ウィルス・制菌生地
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１ 排　水　溝 種　類

ふたの種類

・ Ｕ字溝　・ 現場打側溝　・ 勾配可変側溝

・ 化粧蓋　カネソウ同等品

・ グレーチング蓋　歩道用ノンスリップ細目　　　　・コンクリート蓋

・ 天然石充填透水蓋　カネソウ同等品　　　　　　　・樹脂製蓋

排　水　管 種　類２ ・ 硬質塩化ビニル管( ※ ＶＰ ・ ＶＵ)

・ 遠心力鉄筋コンクリート管(外圧管 ※ １種 ・ ２種)　

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＳ－ＶＵ、ＲＦ－ＶＰ）

車道部の排水管の敷設 ※　図示　　・砂基礎（地業厚さ２００ｍｍ以上　材料：山砂の類）

排　水　ま　す ますの種類３ ・ 現場施工

・ 既製品　環境に配慮した材料として一般廃棄物の溶融固形化物等を極力使用すること。

 　　　　　製品は、ＪＩＳ製品。ＪＩＳに規定のない製品は、ＪＩＳ工場製作品又は同等品とする。( )
ふたの種類

・ コンクリート蓋

・ マンホール蓋

　　　適用荷重

・ グレーチング蓋

　　　材　　質

　　　適用荷重

・ 化粧蓋

・ 鋼製　　　・ ステンレス製

・ Ｔ－２用　　・ Ｔ－６用　　・ Ｔ－１４用　　・ Ｔ－２０用　　・ Ｔ－２５用

・ 歩行用　　・ Ｔ－２用　　・ Ｔ－６用　　・ Ｔ－１４用　　・ Ｔ－２０用　　・ Ｔ－２５用

・ 行わない　　・ 行う　( 3 以上確保)

※ 再生クラッシャラン　ＲＣ－４０　・ クラッシャラン　Ｃ－４０　　・　粒調砕石

注入目地材料　　　　・ 使用しない　　・ 使用する

　　　寸法(ｍｍ) 　 ※ ３００角 ・ 　　　　厚さ(ｍｍ) ※ ６０　・　８０　 　目地材 ※ 砂 ・ モルタル

(大型手動タイプ)

・ アスファルト舗装　材質： ※ 再生アスファルト　・ ストレートアスファルト

(19.9.3)

（19.7.2),(表19.7.3)

(19.7.2(b))

（19.6.2),(表19.6.1)

(表19.4.2)

(表19.4.1)

(表18.3.2)

（18.3.2),(表18.3.1)

（18.2.7),(表18.2.7)

（18.2.6),(表18.2.6)

（18.2.6),(表18.2.5)

（18.2.5),(表18.2.4)

（18.2.4),(表18.2.3)

（18.2.3),(18.2.2)

（18.2.2),(表18.2.1)

(16.14.2)

(16.13.2)

(表16.12.2)

(16.12.4)

(16.12.2)

(16.12.3)

・　

・　

年間

年間

※ ＢＢ－１種

・ ＢＢ－２種

・ Ｃ　　種

・ 1５０型　・ ３００型　・ ３５０型　・　　　　・　図示による

※ Ａ－１種、又は ＢＢ－１種　・ ＢＢ－２種　・ 外壁色合わせアクリル樹脂塗装

手摺 アルミ 樹脂被覆 渡り廊下、待合

壁

材質： ※ アルミ既製品　・ 　　　　　

アルミ既製品　・ 　　　　　

ナカ工業㈱:ウォールハッチＳＨＡ　又は同等品以上

13 フロアハッチ

外壁モルタル張り下地等

のモルタル接着力確認

５ ・ 行う　　　・ 行わない

６

種　　類 呼び名 仕上げの形状 施工箇所・備考

　薄付け仕上塗材

　厚付け仕上塗材

　複層仕上げ塗材

　軽量骨材仕上塗材

　・　外装薄塗材Ｅ

　・　可とう形外装薄塗材Ｅ

　・　防水形外装薄塗材Ｅ

　・　内装薄塗材Ｅ

　・　外装厚塗材Ｅ

　・　内装厚塗材Ｃ

　・　内装厚塗材Ｅ

　・　複層塗材Ｓi

　・　複層塗材Ｅ

　・　複層塗材ＲＥ

　・　防水形複層塗材Ｅ

　・　防水形複層塗材ＲＥ

　・　吹付用軽量塗材

　・　こて塗用軽量塗材

　・ 着色骨材砂壁状　吹付け

　・ 

　・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

　・ ゆず肌状

　・ 

　・ 

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 砂壁状

　・ 平たん状

ロックウール吹付

既製目地材

４

・ 使う(形状等　　　　　　　　　　　　)　　　・ 使わない

モルタル塗り床目地

セルフレベリング

材　塗　り

仕上塗材仕上げ

１

２

３

ａ　材料は、製造後３箇月以内のものとする。

ｂ　仕上がり精度は、３ｍｍ以下/３ｍ　とする。

室内に使用する仕上塗材は、下塗材、主材及び上塗材ともF☆☆☆☆等級のものとする。

目 地 工 法　　　 ※ 標仕１５．２．５（ｂ）（３）による　　・　

左
　
官
　
工
　
事
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施 工 箇 所　　※　直貼り部

　・　外装厚塗材

(15.2.2)

(15.2.5)

(表15.5.1)

(表15.4.1)

(15.2.5)

密閉形(防水･防臭形)ｽﾁｰﾙ製 ｽﾃﾝﾚｽ目地 大口径ﾊｯﾁ W-1-800　又は同等品以上

スチール既製品　８００角　カネソウ㈱:ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ ﾓﾙﾀﾙ充填用(充填深さ:30mm) 屋内用 二重蓋

　・ 

　・ 

外壁-1、既設外壁

耐火被覆　　工法:　・ 乾式工法　・ 湿式工法　　　厚  さ(ｍｍ)　　　　・ ２０　　・ ２５

マスターキーの製作　　　※　製作する(ディンプル錠)　計3本　　・　製作しない

・ 複層ビニル床シート（ＦＳ）

・ 発泡複層ビニル床シート（ＨＳ） 東リ㈱　又は同等品以上

厚さ(ｍｍ)　・　１．５　　・　２．０　　　　高さ(ｍｍ)　・　６０　　※　１００　　・　３００

ＪＩＳ規格品　　　　厚さ（ｍｍ）　　・９．５　・１２．５（水廻りは、耐水仕様とする。）

間接照明ボックス

施　工　箇　所

施　工　箇　所

笠木、ＥＸＰ-Ｊ金物

※　製造所の標準仕様　　・　図示

種　類　　　　　　※　スポンジシート（アルミ枠）　・コルクシート（木枠）　　色　彩：

形　式         ・ 片引き　・ 引分け　　　　　引分け装置　　※ タッセル　・ 電動

吊下カーテンレール

20 腰壁用塩ビシート 東リ㈱：不燃腰壁シート、腰壁用ニューモール材、プチモール　　又は同等品以上

造り付け家具17

18

家具製作所にて製作するものとし、製作に先立ち施工図作製の上、監督職員の承諾を得る。

㈱ユニオン：消火器ケース　UFB-1F-2720-PWH　又は同等品以上

㈱ユニオン：消火器ケース　UFB-3F-2900H-PWH　又は同等品以上

　　　　　　　グリル無し、シングルレバー水栓、吊戸棚(H600)、幕板付

厚さ:　100　(ｍｍ)

19 メッシュフェンス 朝日スチール工業㈱：ＵＮフェンス UN-A1800S-50　　又は同等品以上

朝日スチール工業㈱：ＵＮ片開き門扉 H1800-50×W1000 南京錠付　　又は同等品以上

　　規格： ※ ４５０角　・ 400×700角(鍵付)



・ ステンレス製　・ 樹脂抗菌被覆（芯材：ステンレス）木目調　・ 木製（ブラケットステンレス）

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

建築工事特記仕様書（3）

Ａ－０３
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・ 舗石舗装

　　　基層の種類

　　　種　類

※ コンクリート舗装　・ アスファルト舗装

形状寸法　真砂土舗装９

10 路面表示用塗料 品　質 ＪＩＳ　Ｋ　５６６５による。　※３種１号　・　　　　　　　　色　・　

　　　寸法　　幅(ｍｍ) ※ １５０ ・１００・５０ 　　　　厚さ(ｍｍ) ※１．０　　　　施工　※ 溶融式

縁　石　等11

12 砂　利　敷 形状寸法　・　図示

植栽基盤整備工法 種　　別 ※　Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　１

植込み用土２

３ 支　柱 材　質

※　客　土　　・　現場発生の良土

※　加圧式防腐処理丸太　　・竹

形　状 ・ 鳥居型 ・ 八ッ掛型 ・ 布掛け型 ・ 三脚型 ・ 四脚型 ・ ワイヤ掛け型 ・ 地下埋設型

枯損樹木等の処置 ※ 引渡しの日から１年　　・ 引渡しの日から　　　年４

５

６

７

８

９

芝　張　り 種　　別 ※ こうらい芝　・ 野芝　・　

樹種銘板

芝 方 式

屋上緑化

人　工　芝 材質：ナイロン（クリンプ糸）　パイル長： mm　施工：　　　　施工場所：

24
視覚障害者用床タイル１ ・ 屋内用　材質　　・ 塩化ビニル　　・ レジンコンクリート　　・ タイル　・　

　　　　　 寸法　　※ ３００(ｍｍ)×３００(ｍｍ)　・ 

・ 屋外用　材質　　・ レジンコンクリート　　　・ タイル　　　・溶融式

　　　　　 寸法　　※ ３００(ｍｍ)×３００(ｍｍ)　・ 

枠　※ あり　　・ なし　　　　　　厚さ　※ ５ｍｍ　　・　鏡２

３ 手摺 材　　質

補 助 手 摺 材　　質４

５ 点字標示 材　　質 ・ ＶＵ樹脂インク点字加工　・ 透明塩ビシート又はダイノックシート

総合案内板６

７ 案内標識

建 具 取 手 レバーハンドルを原則とする。８

９ 点字鋲 材質 ・ アルミ製　　　・ ステンレス製　　　・ 真鍮製　　　・ ナイロン製

25
　 本工事は、工事請負契約及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面により完全施工すること。

　 受注者は、工事の内容に応じた建設工事保険等を付すものとする。

一般共通事項

保　険　等

１

２

３ 近隣住民説明 　 受注者は、工事に先立ち、監督職員と協議の上、地元自治会、近隣住民等に対して「工事のお知らせ」等を配布し、周知すると

　ともに、工事説明に出席すること。

事 前 調 査 　 着工に先立ち調査を行い、施工計画書を作成して監督職員に提出し、協議を行うこと。

　 施工計画書は、解体共通仕様書に基づき作成すること。また、産業廃棄物の搬出運搬経路図、運搬車両ナンバー一覧を添付する

　こと。

　 技術者は、別途関連工事がある場合、その施工者と綿密な連絡をとり、全工事支障がないよう施工のこと。

　 受注者は、工事の着手前及び完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の綿密な調査を実施し、工事に起因する損傷等の有無を

　確認し、記憶すること。

　 万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家

　屋工作物についても同様とする。

　 なお、家屋調査については、家屋調査士を有する業者へ依頼し、詳細に調査を実施すること。

４

５ 近隣対応について 　 受注者は、工事期間中、近隣施設及び近隣自治会との調整を随時図ること。

　 近場に対する工事騒音、臭気が発生する工事(工事着手日、搬入ルート)は、監督職員に事前報告をし、近隣への告知等の対処を

　行うこと。

仮 設 工 事 等 　 仮囲いは、図示によるほか、安全確保として仮設計画書等の資料を立案し、監督職員・担当課と協議の上、承諾を得て、必要な

　部分に随時設けること。

　 敷地周辺の指定場所に、周辺住民に工事進捗状況を周知する工程看板を設置すること。

　 重機及び廃棄物運搬車の搬入経路は、しっかり養生を行うこと。また、搬出入時において、道路等に損傷を与えたり汚した場合、

　受注者の責任において現状復旧すること。また、処分場までの追跡を撮影すること。

６

７ 公害・安全対策 　 工事着手前に当該施設及び付近の状況を調査し、公害並びに安全対策を工事完了時まで講じること。また、土曜日、日曜日、祝

　日の工事作業は、原則として禁止する。

　工事関係車両の出入り通過については、危険防止に努めるとともに、出入口及び必要箇所に、必ず安全監視員を配置すること。

取り壊しの記録 　 産業廃棄物及び産業廃棄物以外の廃棄物は、搬出簿を作成し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）のＡ票、Ｂ２票、Ｄ票、Ｅ票

　の写しを添えて提出すること。

　 工事写真等は、取壊し前、取壊し中、取壊し後を撮影する。

　 受注者は、工事に伴う道路占用許可、公害(騒音・粉塵)対策に係る諸申請書関係法令に照らし合わせ、必要な手続を行い工事施

　工のこと。

８

９ 関係法令の遵守 　 工事着手に先立ち、建築基準法第１５条第１項の規定による建築物除去届、建築リサイクル法の届け及び工事に関する一切の届

　出を、所轄官庁に提出すること。

　 工事施工中、周辺道路、工作物、農地には、工事による支障をきたさぬよう十分に配慮すること。また、事前事後の調査(写真

　撮影）を行い、不備があった場合は、確実に復旧すること。

　 工事施工中、敷地内外の清掃、除草等、環境美化に努力すること。

　 工事施工中、現場より発生する建設産業廃棄物は、関係法規を遵守し、適正処理を行うこと。

　 敷地周囲の既設側溝については、清掃後レベル確認を行うこと。

　 工事区域内の地中埋設配管(給水、排水、ガス等)については、特記を除き監督職員の指示によりプラグ止め処置をし、原則とし

　て全て撤去とする。給水管、汚水排水管、ガス管等の撤去についても、申請業務及び必要な諸手続を含め本工事とする。

　 図面記載数量は、参考数量を示すものであるので、工事着手前に調査を行い現場の状況を十分に把握すること。

　 敷地内関電柱、有線柱、ＮＴＴ配線及び引込配線メーターの撤去に伴う申請については、各関係機関と協議の上申請業務及び必

 要な諸費用を含め本工事とする。

　 本工事にて、解体建物として指示のある建物については、内部の備品、機械類を含め処分を行うこと。

　 上記において、発生する家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品可化法）におけるリサイクル料金は別途とすること。

　 解体に先立ち、ＰＣＢを使用している器具の有無を調査し、結果を報告すること。

　 ＰＣＢを使用した器具については、監督職員の指示に従い、指定された場所に搬出すること。

　 緊急時の連絡体制票は、必ず現場事務所に設置し、監督職員に提出すること。緊急時の対策10

　 以下の緊急時施工体制表を提出し、対策について監督職員の承諾を得ること。

　 自然災害(荒天時)・・掘削面の崩壊・足場、仮囲いの倒壊

　 自然災害(地震時)・・火災、燃料の流出、掘削面の崩壊、足場からの転落

　 事故(運搬事故)・・人身事故、車両事故、廃棄物の飛散・流出

　 事故(作業事故)・・車両同士の接触、重機の転倒、巻き込まれ、掘削面の崩壊、転落

　 事故(施設事故)・・停電、電線・電話線の切断、解体建物の崩壊

　 その他異常時(周辺環境事故)・・現場周辺への廃棄物漏洩

　 低騒音型・低振動型建設機械指定要項に基づき、指定された建設機械を使用すること。騒音振動の防止11

12 その他の注意事項 　 特別管理廃棄物及び特殊な建設副産物について、調査を行い適正に処理すること。

　 溶断等火気を使用する場合は、火の粉等が飛散しないよう対策を講じるとともに、火気を使用する付近に消火器を準備すること。

　 工事現場の整理整頓を行い、事故、有害物の漏えいのない現場管理を行うこと。

　 解体材を敷地内において焼却したり埋設することは、一切認めない。また、ガラスは、破片を残さないよう、特に注意すること。

　 既設建築部分で、本工事に影響のある部分は、全て解体撤去処分とする。見切りは、原則として、全てダイヤモンドカッター切

　りによるものとする。

　 解体に伴う仮囲い、養生等は、受注者の責任において騒音、粉塵が発生しないよう十分配慮すること。

・特別管理産業廃棄物

種類 分析調査 保管、処分 備考

厚さ(ｍｍ)：２.０

厚さ(ｍｍ)：３０

22

舗
装
工
事

植
　
栽
　
工
　
事

解
　
体
　
工
　
事

ユ
ニ
バー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
工
事

13 そ　の　他 工事で破損した構内外の道路は完全補修を行う

・ 目地張　　・ 土壌改良

樹種ごとに、２割以上設置すること。　　　　　　材質・寸法　※　ＡＢＳ樹脂 150×100×10 多色印刷

10 土壌改良材 ・ 有機質系　　・ 無機質系　　・ 高分子系　　・ 土壌条件を十分に考慮のこと

アスベスト レベル１ 報告書による 報告書による－

報告書による 報告書による－アスベスト レベル２

アスベスト レベル３ －－ みなしで含まれていると想定

　　

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
工
事

26
１ 工 事 仕 様 　本特記仕様書及び図面によるほか、建設省監修日本建築センター発行「既存建築物の吹付けアスベスト粉塵飛散防止処理技術指

針同解説」による。

　建設業労働災害防止協会「石綿粉塵のばく露防止マニュアル」、環境汚水、大気環境局大気環境課「建築物の解体等に係る石綿

飛散防止対策マニュアル」を参考とする。

一般共通事項 　発注者は、工事業者についての技術を有することを証明する資料を提出すること。石綿作業主任者の資格写しを提出すること。

　上記解体工事の内容を遵守すること。

２

３ アスベスト撤去工事

受注者の責任

　関係法令を遵守し、労働安全及び環境汚染の防止に努めること。また、関係官庁へ必要な届出を遅滞無く行うこと。

作業主任の選定 　受注者は、石綿作業主任者を専任し、アスベスト撤去作業については、その指示の元に行うこと。４

５ 作業者の選定 　アスベストに関する安全衛生教育を受けた者とし、塵肺健康診断、アスベストに関する特殊健康診断を６箇月以内に受信し、異

常なかったものとする。

　作業区域内外の作業前、作業中、作業後のアスベスト粉慶濃度を測定し、報告書を提出するものとする。

　測定ポイント位置、箇所数は、次のとおり。

安全教育の実施

浮遊石綿濃度測定

６

７

処 理 作 業 後

測 定 時 期

処 理 作 業 前

処 理 作 業 中

測 定 場 所 測 定 点 数 備考

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

負圧除塵装置の排出口

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

空気を流れ確認

除塵装置の性能確認

※処理作業室の面積が５０ｍ2以下の場合は、２点。３００ｍ2までは、３点とする。３００ｍ2を超える場合は、監督職員と協議

する。

作業者用の更衣

施設及び洗身施設

　更衣施設及び洗身施設は、作業区域の出入口に接して、作業貴期間を通じて設置する。

　更衣施設は、通勤服更衣スペースと保護服更衣スペースとは分離したものとする。

８

９
　セキュリティゾーン

作業場所の表示 　作業場所には、見易い所に「工事関係者以外の立ち入り禁止」の表示を設置すること。10

11 呼吸用保護具

及び保護服

　アスベスト撤去作業員は、全身を覆う特殊作業服及び靴を仕様し、作業終了後は、撤去したアスベスト同様安全に処分すること。

　なお、呼吸用保護具は、アスベスト処理粉塵用マスク（国家検定品）を使用すること。

飛散防止及び養生 　作業区域は、他の場所へのアスベスト汚染を防止するために、全周をプラスチックシート（ＪＩＳ（Ｚ１７０２－１９８６）同

等以上)（床ｔ：０．１５ｍｍ以上２枚重ね、壁・窓t：０．０８ｍｍ以上）により、完全に隔離するとともに、負圧をかけること。

　負圧作業所には、ＨＥＰＡフィルターを装備した負圧除塵装置を設置し、適切な運転管理を行うとともに、捕集された粉塵処理

を的確に行うこと。

　作業中のアスベスト粉塵の飛散を防止するために、粉塵防止剤を噴霧して作業を行う。

　作業区域内の設備、什器等は、区域外へ搬出し作業を行う。

　搬出に際し移動困難なものについては、上記のポリエチレンシート等で完全に覆うこと。

12

13 搬 出 方 法 　アスベスト撤去は、飛散防止剤がよく浸透した後に、スクレーパーやワイヤブラシ等により行う。

　除去後の残存アスベスト粉塵を飛散を防止するため、飛散防止剤を除去面に吹付ける。

　除去したアスベストは、作業所において、その都度湿潤化させるなどの処理を講じた上、十分に強度を有するプラスチック袋又

は堅牢な容器に密閉するか、セメント等を用いて固化処理（１０ｋｇ／ｍ2以上）を行い、シート等により二重梱包するものとす

る。

　 作業中の酸欠、有機揮発性ガス対策等に留意すること。

除去アスベストの処理 　撤去したアスベスト、アスベストの付着したポリエチレンシート・保護服等は、都道府県知事認可の産業廃棄処理場(管理型)で

埋立て処理するものとする。

14

15

16

作業終了場所の清掃 　全ての作業が終了後、床等を高性能真空掃除機（ＨＥＰＡフィルター付）で清掃を行う。

工事終了後の処置 　アスベスト撤去及び処分後は、施工記録を作成し、報告書（３部）として提出すること。

（22.9.2)

（22.8.3)

（22.10.2)

（23.2.2),(表23.2.2)

（23.2.3)

（23.3.2)

(23.3.4),(23.3.6),(23.4.7)

（23.4.2)

・ 片面歩車道境界ブロックＡ型　　　・ 地先境界ブロックＢ型

・ ステンレス製　・ 樹脂抗菌被覆（芯材：アルミ）木目調　・ 木製（ブラケットステンレス）

■　面積表　　　S=1/100

面積表

1/100（A1）

1/200（A3）

〇　求積表[㎡]

室　　名 番　号 計　　算　　式 面　　積

1.755000

1渡り廊下

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

廊　　下

待　　合

便　　所

多目的便所

診察室1

診察室2

治療計画室

品質管理室

8.600 × 3.000

1.050 × 0.900

1.950 × 0.900

3.000 × 7.760

0.610 × 1.150

2.660 × 1.510

2.050 × 1.150

2.300 × 2.660

4.960 × 3.500

4.960 × 2.500

7.960 × 3.300

12

25.800000

0.945000

23.280000

0.701500

4.016600

2.357500

6.118000

17.360000

12.400000

26.268000

合　　計 121.001600

25.80

0.94

1.75

23.28

0.70

4.01

2.35

6.11

17.36

12.40

26.26

121.00

増築部　延べ床面積

増築部　建築面積 121.00

121.00

●　増築部求積表

●　改修部求積表

2,660 3,000

2,300 2,050 610 1,950 1,050

7,960 8,600

1
1
,
9
6
0

2
,
6
6
0

3
,
5
0
0

2
,
5
0
0

3
,
3
0
0

1
,
1
5
0

1
,
5
1
0

9
0
0

7
,
7
6
0

4,960 3,000

7,960 8,600

1

23

4

5

6

7

8

9

10

11

13

3
,
0
0
0

2,525

13

3
,
2
7
5

4
7
,
5
0
0

5
0
,
7
7
5

2.525 × 47.500

2.525 × 3.275

119.937500 119.93

8.269375 8.26

改修部　床面積

合　　計

待合廊下(3)

リハビリ待合廊下

128.206875 128.20

12

着色部:既設本館棟改修部分
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ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月 1/1,000　1/5,000（A3）

1/500　  1/2,500（A1）

■　建築概要

■　付近見取図　　　S=1/2, 500

調整池

ゴミ置き場

90.51R

90.15R

89.75R

病院駐車場

自転車置場(既設)

医療
ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫(既設)

診療支援棟(既設)

車庫･倉庫(既設)

合併処理槽(既設)

保育園(既設)

別館(既設)

病院玄関

救急出入口

道路境界線 道路境界線

道
路

境
界

線

道路境界線

道路境界線

道
路

境
界

線

89.363
BM3

1
5
,
5
0
0

30,000

12,700

歩道

植込

道路境界線

敷地境界線

発電設備

貯留槽

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

本　館(既設)

Ｎ

≒6,300

≒4,700

道
路

境
界

線

Ｎ

市立長浜病院

建築物工事場所

建築場所

地域・地区

許容容積率

許容建ぺい率

その他の指定

主要用途

敷地面積

建築面積

市街化区域

300％

 80％

病院（総合病院）

57,566.42　㎡

長浜市大戌亥町313番地

既設：17,256.58　㎡ 

延べ面積

建物の規模

建物の構造

病床数

既設：地上７階　塔屋１階

624床

ＳＲＣ造　一部　ＲＣ造及びＳ造　

増築：地上１階

(幅員　30.0m)

国道８号
法第42条第1項1号

(幅員　15.5m)

(
幅

員
　

1
2
.
7
m
)

(幅員　18.0m)

市道 11012 大戌亥下坂浜線　法第42条第1項1号

市
道

 
1
1
1
0
5
 
下

坂
中

下
之

郷
線

　
法

第
4
2
条

第
1
項

1
号

市道 13080 永久寺高橋線　法第42条第1項1号

市道 1308
0 永久寺高橋線　法第42条第1項1号

市
道
 11105 下

坂
中
下
之
郷
線
　
法
第
42条

第
1項

1号

市道 11012
 大戌亥下坂浜線　法第42条第1項1号

法22条区域、多雪区域、景観計画区域

仮囲い

仮囲い

仮囲い

仮
囲

い

工事エリア出入口

■　[全体]配置図　仮設計画図　　　S=1/500

〇　配置図　凡例

既設建物を示す。

図中の数字は現況外構レベルを示す。

　（本館1FL-500＝設計GL±0）

平均地盤面からの建物高さ・軒高さを示す。 

　　（平均地盤面＝設計ＧＬ）

90.00

増築建物を示す。

7,960

増1 増2

1,500

増4

放射線治療診察室(増築) 仮
囲
い

建築物工事場所：滋賀県長浜市大戌亥町字上八反田313番　外35筆　　「長浜市立長浜病院」

ｹ
ﾞ
ｰ
ﾄ

仮囲い

ゲート
工事用仮門(ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　W6.0ｍ×H1.8ｍ)を示す。

既設最高高さ 37.792ｍ

国
道
８
号
　
法
第
42条

第
1項

1号

No.1

既設：47,563.23　㎡ 

Ｓ造　

増3

4906,610

91.42

91.47

91.46

91.42

91.42

91.42

91.33 91.40

91.35

　（KBM(92.00)＝設計GL(91.27)+0.73、1FL(91.77)+0.23）

91.47

5
,
6
3
0

3
,
1
0
0

3
,
5
8
0

3
,
2
7
0

鉄板敷

90.45
90.34

90.27歩道

植込90.18 工事用仮囲い(ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　H1.8ｍ)を示す。

91.50

91.323
,
0
0
0

5
0
0

LY1

渡り廊下(増築)

増D 増E

増C

91.3791.32

91.32

91.37

91.32 室外機置場

E
XP

-J

E
XP

-J
EX
P
-J

EX
P
-J

1
1
,
9
6
0

8
,
4
6
0

6
,
1
9
0

増A
91.32 91.32

増築：121.00　㎡ 

増築：121.00　㎡ 

合計：17,377.58　㎡ 

合計：47,684.23　㎡ 

配置図　仮設計画図

付近見取図

91.11

91.43 91.16

91.57 91.27 91.29 91.26

91.19
91.50

91.46

貯留槽擁壁天端＝KBM(92.00)

1FL=91.77

Ａ－０４

増築最高高さ 4,419



ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

■　外 部 仕 上 表

部　位

■　特 記 事 項

部　位 仕　　　上 １.土間下防湿･断熱:砕石敷の上 砂敷 厚30＋防湿材:ポリエチレンフィルム 厚

Ｋ－5516 １種

■　認 定 番 号 ■　塗 料 凡 例　

符　号 ＪＩＳ規格 塗 料 の 名 称

ＳＯＰ

ＮＡＤ Ｋ－５６７０

合成樹脂調合ペイント

アクリル樹脂系非水分散形塗料

タールエポキシ樹脂塗料Ｋ－５６６４ＴＸＥ

ＤＰ

つや有合成樹脂エマルションペイント

合成樹脂エマルションペイント

Ｋ－５６６０

Ｋ－５６６３

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ

ＣＬ

１－ＵＣ

Ｋ－５５３１

JASS 18M-301 １液形油変性ポリウレタンワニス

２液形ポリウレタンワニス２－ＵＣ JASS 18M-502

K-5659､K-5658

クリヤラッカー

塗料塗装

石膏ボード　厚9.5

化粧石膏ボード　厚9.5

ＱＭ－９８１６

ＱＭ－９８２８

ＱＭ－０５２４

(耐火構造)

(準不燃)

告示1399号 第3第2号イ 鉄筋コンクリート床　厚70以上

業 者 名 担当者連 絡 先

■　指 定 工 事 リ ス ト

指定工事名

各認定番号 ビニルクロス(準不燃下地)

塗料塗装

石膏ボード　厚9.5

石膏ボード　厚12.5

化粧石膏ボード　厚9.5

ケイ酸カルシウム板　厚6

耐水石膏ボード　厚12.5

(不　燃)

ＮＭ－８５８５

ＮＭ－０４４１

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－１８６４

ＮＭ－１２１７

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－９６３９

各認定番号 ビニルクロス(不燃下地)

鉄筋コンクリート壁　厚70以上

■　内 部 仕 上 表

室　　名階

１階

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

ＦＬ±

天井高 内装制限

仕　　上塗　装 塗　装高　さ 下　地下　　地

床 巾　　木

室名 居室を示す。

ＬＧＳ

壁･天井:準不燃

壁･天井:準不燃

下　地塗　装 塗　装

廻　縁 造 り 付 け 家 具 類 そ の 他

樹脂製見切

LGS 19形

LGS 19形

－（A1）

－（A3）

屋根-１

屋根-２

笠木-１

既設外壁

既設巾木

既設開口部

４.特記なき限り軽量鉄骨壁下地は 90型、柱型及び外壁廻りは65型とする。

６.壁装材下地ボード張で、入隅･出隅部はコーナー処理を施すこと。また、石膏ボード

　 突付け工法はベベルエッジとする。

７.壁のボード類で上張の場合は特記なき限り縦張とし、原則として水平方向には継目を

　 設けないこと。

８.内部建具の沓摺以外で床仕上が変わる場合は、目地棒 ステンレス SUS304 FB-6×15

　 ＨＬ仕上 (アンカー付)を設けること｡

10.軽量鉄骨間仕切壁に手摺等を設置する場合は､構造用合板等にて下地補強を行うこと｡

渡り廊下

耐候性塗料（フッ素樹脂塗料）

ＥＰ－Ｔ

JASS 18M-307ＷＰ

ＯＳ

ＷＸ ワックス

オイルステイン

木材保護塗料

合成樹脂エマルション模様塗料Ｋ－５６６３

2,600

2,600～

ソフト巾木

ソフト巾木

±0

±0 樹脂製見切

仕　　上 仕　　上

天　井・梁　型壁・柱　型

仕　　上

待　合

手　洗

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ピクトサイン

手洗いｶｳﾝﾀｰ

化粧鏡

室外機置場

床：コンクリート直均し仕上げ

(特定防火設備)

耐水石膏ボード　厚12.5、厚9.5ＱＭ－０８９８

ロックウール化粧吸音板　厚9

ＡＢＣ10型消火器、収納ボックス、間接照明ボックス

■　参考メーカーリスト

仕上名称

９.長尺ビニルシートは、ノンワックス(メンテナンスフリー)品とする。

(壁際周囲＋中央２色張)

(壁際周囲＋中央２色張)

長尺ビニル床シートＡ

長尺ビニル床シートＢ

長尺ビニル床シートＣ

参考メーカー

東リ㈱

東リ㈱

東リ㈱

参考品番

ノンワックスリュームＮＷ(抗ウイルス化)

消臭ＮＳトワレＮＷ(抗ウイルス化)

ホスピリュームＮＷ(抗ウイルス化)

腰壁用塩ビシート 東リ㈱ 防汚消臭腰壁シート(抗菌)

腰：石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法)の上 腰壁用塩ビシート

ＬＧＳ

ＬＧＳ

５.鉄骨柱・梁はロックウール 厚25吹付(１時間耐火仕様)とする。

３.屋根-１は合成高分子系ルーフィングシート防水(断熱工法)(SI-M2)とする。

　　0.15＋断熱材:スタイロフォーム 厚100敷きとする。(端部立下り GL-400共)

2,300
(コの字型)

(コの字型)

樹脂被覆手摺

EXP-J金物：アルミ製(1時間耐火仕様 ｸﾘｱﾗﾝｽ100m/m)

ＥＰ

ＥＰ

コンクリート直押え

コンクリート直押え

取合い部は既設合わせにて補修

アルミ製建具　ＢＢ-２種(ステンカラー)　　新設

腰：石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法)の上 腰壁用塩ビシート

取合い部は既設合わせにて補修

仕　　　上  着色部(斜体文字)は既設仕上表を示す。

モルタル塗の上　磁器質モザイクタイル張(45二丁掛)　(施釉品)　　接続部下地仕上共撤去

モルタル塗の上　磁器質モザイクタイル張(45二丁掛)　(施釉品)　　接続部下地仕上共撤去

アルミ製建具　(電解着色陽極酸化複合皮膜)　　接続部建具・枠・ガラス共撤去
スチール製建具　(ＳＯＰ塗)　　接続部建具・枠・ガラス共撤去

 着色部(斜体文字)は既設仕上表を示す。

外壁-１

ポ ー チ

EXP-J金物

巾木-１

ﾄﾞﾚｲﾝ-１

ﾄﾞﾚｲﾝ-２

縦樋-１

縦樋-２

開 口 部

段鼻：ステンレス製ノンスリップ金物　幅35　アンカー付

コンクリート直均しの上　モルタル金鏝仕上げ

横引きドレイン：鋳鉄製 φ100　塗装品　呼樋共

横引きドレイン：鋳鉄製 φ75　塗装品　呼樋共

排水カバー、Ｔ字管キャップ付

排水カバー、Ｔ字管キャップ付

アルミ製　ＢＢ-２種(ステンカラー)　１時間耐火仕様　クリアランス100m/m

アルミ製建具　ＢＢ-２種(ステンカラー)

硬質塩化ビニル一般管(カラーＶＰ管)　φ100　掴み金物：スチール製既製品(亜鉛メッキ処理)　＠1000程度

硬質塩化ビニル一般管(カラーＶＰ管)　φ75　掴み金物：スチール製既製品(亜鉛メッキ処理)　＠1000程度

建物廻り

長尺ビニル床シートＡ 厚2.0

長尺ビニル床シートＡ 厚2.0

設備工事

石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

２.外壁-１裏部は､グラスウール24K 厚50充填とする。

LGS 19形

LGS 19形

LGS 19形

診察室1

診察室2

治療計画室

品質管理室

2,600 壁･天井:準不燃

壁･天井:準不燃

壁･天井:準不燃

100

100

100

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

±0

±0

±0 ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

樹脂製見切

樹脂製見切

樹脂製見切

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

配管用ライニング

ピクトサイン壁･天井:準不燃

壁･天井:準不燃

LGS 19形

LGS 19形

多目的便所

100

長尺ビニル床シート

厚2.0巻上げ

±0

±0 ＬＧＳ

ＬＧＳ

樹脂製見切

樹脂製見切

配管用ライニング

便　所

ＬＧＳ 界壁：強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張下地

衛生陶器

化粧鏡

衛生陶器

化粧鏡

長尺ビニル床シート

厚2.0巻上げ2,300

2,300

300

石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法)の上 ビニルクロス張

界壁：強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張 ビニルクロス張

石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法)の上 ビニルクロス張

石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法)の上 ビニルクロス張

界壁：強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張 ビニルクロス張

界壁：強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張 ビニルクロス張

化粧石膏ボード 厚9.5

(コの字型)

(コの字型)

(コの字型)

(コの字型)

(コの字型)

コンクリート直押え

コンクリート直押え

コンクリート直押え

コンクリート直押え

既設待合廊下

±0

壁･天井:準不燃

LGS 19形100 樹脂製見切石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

ＡＢＣ10型消火器、収納ボックス

ＲＣ 手摺、ストレッチャーガード、間接照明ボックス 補助散水栓

(コの字型)

ＥＰ

2,600

2,600

2,600

±0
壁･天井:準不燃

LGS 19形100 樹脂製見切
ＡＢＣ10型消火器、収納ボックス

ＲＣ 手摺、ストレッチャーガード、間接照明ボックス 補助散水栓
(コの字型)

ＥＰ
2,600

石膏ボード 厚12.5+9.5(ＧＬ工法)(突付け工法)　　一部撤去
一部撤去 一部撤去　

排煙オペレーター　　一部撤去

長尺ビニル床シートＡ 厚2.0　　一部撤去

長尺ビニル床シートＡ 厚2.0　　一部新設

ソフト巾木　一部撤去

ソフト巾木　一部新設

ＬＧＳ ＥＰ

石膏ボード 厚12.5+9.5(ＧＬ工法)(突付け工法)　　取合い部補修

石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法)　　新設

一部新設 一部新設　

一部撤去

一部新設

既設のまま　

既設のまま　

排煙オペレーター　　一部新設

既設のまま

長尺ビニル床シートＣ 厚2.0

長尺ビニル床シートＣ 厚2.0

長尺ビニル床シートＣ 厚2.0

長尺ビニル床シートＢ 厚2.0

長尺ビニル床シートＢ 厚2.0 耐水石膏ボード 厚12.5+9.5の上 ビニルクロス張

耐水石膏ボード 厚12.5+9.5の上 ビニルクロス張

　　　耐水石膏ボード 厚9.5の上 ビニルクロス張

化粧石膏ボード 厚9.5

ピクトサイン

(Ｌ型手摺、跳上手摺)

樹脂被覆手摺

吊下カーテンレール、室名札

吊下カーテンレール、室名札

石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

石膏ボード 厚9.5下張 ロックウール化粧吸音板 厚9

室名札

ＡＢＣ10型消火器、収納ボックス

窓下カウンター(洗面器付)、横型ブラインド

窓下カウンター(洗面器付)、横型ブラインド

アラーム弁室

±0

±0

直天 壁･天井:準不燃

コンクリート直押え ＬＧＳ デッキスラブ現しのまま

樹脂被覆手摺、横型ブラインド

壁点検口(400×700･鍵付)石膏ボード 厚12.5(突付け工法)

洗面器

洗面器

配管用ライニング、流し台、吊戸棚、横型ブラインド

ＡＬＣパネル現しのまま

増築棟

１階

既設棟

外部仕上表

内部仕上表

　 たは同等品以上)

　 アルデヒドを発散する建材･塗装等(接着剤含)は 全てＦ★★★★とする。

　 抗ウイルス仕様の材料を選定すること。

　 12.5両面張(1時間耐火仕様)を立ち上げること。また、区画貫通処理は国土交通省認

　 定工法にて適切に施工のこと。

11.外装材に取付ける金物及び建具の雨掛かり周囲はシーリング材を充填すること。

12.シーリング材の仕様は、全て公共建築工事標準仕様書によること。

13.石膏ボード出隅補強としてネオコーナーライン等を使用すること。(フクビ化学工業ま

14.シックハウス対策:クロルピリホスを添加した建材は使用不可とする。また、ホルム

15.各仕上げ等は監督職員に見本品提出の上決定とする。また、各仕上げ等は出来る限り

16.多目的便所、便所の間仕切壁は、スラブ下まで両面石膏ボード張を立ち上げること。

17.防火区画および防火上主要な間仕切壁は、スラブ下まで強化石膏ボード 厚12.5＋

ＮＭ－２２１８ グラスウール　厚50、厚100

300

300

ＬＧＳ

ＬＧＳ ＥＰ

界壁腰：強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張の上 腰壁用塩ビシート

立上り：コンクリート打放し補修の上　合成高分子系ルーフィングシート防水 接着工法(S-F2) 厚2.0

平場：コンクリート直均し(スラブ勾配1/75以上)の上　保護フィルム＋断熱材

立上り：コンクリート打放し補修の上　合成高分子系ルーフィングシート防水 接着工法(S-F2) 厚2.0

平場：コンクリート直均し(スラブ勾配1/75以上)の上　保護フィルム＋断熱材

コンクリート打放しの上　モルタル金鏝仕上　

-10

-10

コンクリート直押え

コンクリート直押え

コンクリート直押え

壁：石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法) H1060以上

壁：石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法) H1060以上

界壁：強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張 H1060以上

＋合成高分子系ルーフィングシート防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0 非歩行

＋合成高分子系ルーフィングシート防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0 非歩行

軽量気泡コンクリートパネル 厚100 縦壁ロッキング構法の上　複層塗材Ｅ吹付　　新設

手洗部：耐水石膏ボード 厚12.5+9.5の上 ビニルクロス張

アルミ製　既製品　Ｗ400　ＢＢ-２種(ステンカラー)、捨て笠木付

フロアハッチ：スチール製 800角 密閉形

軽量気泡コンクリートパネル 厚120 縦壁ロッキング構法の上　複層塗材Ｅ吹付　一部、塗分け

軽量気泡コンクリートパネル 厚120 縦張

告示1399号 第1第2号イ

告示1399号 第1第1号ト

ＦＰ０６０ＣＮ－９４６０ 吹付ロックウール 厚25(嵩比重0.28g/cm3以上)被覆　鉄骨柱

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

ＦＰ０６０ＢＭ－９４０８

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
(中空部に断熱材有り)

吹付ロックウール 厚25(嵩比重0.28g/cm3以上)被覆　鉄骨梁

ＬＧＳ Ｗ65下地以上　強化石膏ボード 厚12.5+12.5両面張

ＬＧＳ Ｗ65下地以上　強化石膏ボード 厚12.5+12.5両面張

整地の上 砂利敷 厚50

Ａ－０５

-2

-2

-2

-2

-2

-2

-2



ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

[全体]１階平面図
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1/100（A1）

1/200（A3）令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

■　[増築]屋根伏図　　　S=1/100
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1/100（A1）

1/200（A3）令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

■　[増築]立面図　　　S=1/100

　南側立面図　

　北側立面図　

■　[増築]断面図　　　S=1/100

　Ａ－Ａ　断面図　
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軽量気泡コンクリートパネル 厚120 縦壁ロッキング構法の上　複層塗材Ｅ吹付　一部、塗分け

硬質塩化ビニル一般管(カラーＶＰ管)　φ100　掴み金物：スチール製既製品(亜鉛メッキ処理)　＠1000程度

硬質塩化ビニル一般管(カラーＶＰ管)　φ75　掴み金物：スチール製既製品(亜鉛メッキ処理)　＠1000程度
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市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事
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ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm 1時間耐火仕様
EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 屋根-外壁

120 150
100

150
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笠木-1

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 屋根-外壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm 1時間耐火仕様

25

PL-3.2 @600

間接照明ﾎﾞｯｸｽ:PL-厚1.2加工 DP塗

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ
(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)

床見切:ｽﾃﾝﾚｽSUS304 厚1.5*幅25

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚25打込

床見切:ｽﾃﾝﾚｽSUS304 厚1.5*幅25

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚25打込

ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm
EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 天井-天井

ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm
EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 天井-天井

+合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0

立上り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上 合成高分子系
ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 接着工法(S-F2) 厚2.0

屋根-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し(ｽﾗﾌﾞ勾配1/75以上)の上 保護ﾌｨﾙﾑ+断熱材

+合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0
屋根-2:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し(ｽﾗﾌﾞ勾配1/75以上)の上 保護ﾌｨﾙﾑ+断熱材

外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ
構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け

T字管ｷｬｯﾌﾟ:塩ﾋﾞ製

縦樋-1:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ一般管(ｶﾗｰVP管) φ100
掴み金物:ｽﾁｰﾙ製既製品(亜鉛ﾒｯｷ処理) ＠1000程度

巾木-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上 ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上

既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(45二丁掛)

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付
 1時間耐火仕様

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付
1時間耐火仕様

壁:LGS W65下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

 多目的便所 

ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚9.8*H40

150

2
,
3
0
0

巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ厚2.0巻上げ H300

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上
長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄB 厚2.0

天井:LGS 19形下地
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5

天井:LGS 19形下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9

天井:LGS 19形下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9

天井:LGS 19形下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上 長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0
(壁際周囲+中央2色張)

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上 長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0
(壁際周囲+中央2色張)

断熱材:ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚100敷き(端部立下り GL-400共)

砂敷 厚30+防湿材:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15敷き(端部立下り GL-400共)

砕石敷 厚100(RC-40)
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1
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1
4
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既設間接照明ﾎﾞｯｸｽ

1
0
0

排水ｶﾊﾞｰ:塩ﾋﾞ製

2
0

120

既設鋼製両開き扉

既設のまま

既設のまま

既設排気ﾀﾞｸﾄ
既設のまま

最寄りの雨水桝に接続

厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

L
G
S
 
W
1
0
0

壁:LGS W100下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

壁：石膏ボード 厚12.5+9.5(突付け工法) H1000以上

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(突付け工法)
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

BB-2種(ｽﾃﾝｶﾗｰ)､捨て笠木付
ﾄﾞﾚｲﾝ-1:横引きﾄﾞﾚｲﾝ:鋳鉄製 φ100塗装品　呼樋共

塗装品 呼樋共
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RFL渡り廊下RFL

外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K 厚50充填
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2,550 250

130

 待合･手洗 

(施釉品) 取合い部は既設合わせにて補修

床:既設のまま

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上 長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0
接続部新設

天井:既設のまま

天井:LGS 19形下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9
接続部仕上下地共新設

30

着色部:既設のまま

壁ｶｯﾀｰ切を示す

50
125

接続部仕上下地共撤去
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9

天井:LGS 19形下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張

接続部撤去
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上 長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0

床:既設のまま

天井:既設のまま

接続部撤去
RC壁 厚175(有筋)

(施釉品) 接続部下地仕上共撤去
既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(45二丁掛)

接続部撤去
ｱﾙﾐ製ﾗﾝﾏ両袖内倒し窓付3連FIX窓

接続部撤去
歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

接続部撤去(PC蓋共)
既製ｺﾝﾘｰﾄU形側溝 W300

既設巾木:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(45二丁掛)
(施釉品) 接続部下地仕上共撤去

(45二丁掛) (施釉品)
既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

壁ｶｯﾀｰ切を示す

壁ｶｯﾀｰ切を示す
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GL

既設排気ﾀﾞｸﾄ

既設鋼製両開き扉

既設間接照明ﾎﾞｯｸｽ

1
4
01
0

1
0
0

2
5
0

 待合廊下 

(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)
鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

(手洗:機械設備)
窓下ｶｳﾝﾀｰ(手洗付)

ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上
巾木-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上

砕石敷(RC-40) 厚100

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

砂敷 厚30+防湿材:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15敷き(端部立下り GL-400共)

断熱材:ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚100敷き(端部立下り GL-400共)

砕石敷 厚100(RC-40)

 診察室1 

間接照明ﾎﾞｯｸｽ:PL-厚1.2加工 DP塗

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張

横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

天井:LGS 19形下地

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張

天井:LGS 19形下地

長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄC 厚2.0
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上

(壁際周囲+中央2色張)
長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上

巾木-1

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)
横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｱﾙﾐ製引違い窓(ALC枠)

 1時間耐火仕様
鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付

+合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0
屋根-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し(ｽﾗﾌﾞ勾配1/75以上)の上 保護ﾌｨﾙﾑ+断熱材

BB-2種(ｽﾃﾝｶﾗｰ)､捨て笠木付

ｱﾙﾐ製2連引違い窓(ALC枠)

笠木-1
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既設笠木:ｱﾙﾐ製
既設のまま
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外壁-1

1,000以上
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1
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1
,
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既設ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H1800

280

 待合 

 貯留槽 

(消防法:通路幅)

(コの字型)
樹脂製見切

樹脂製見切

(コの字型)
樹脂製見切

外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K 厚50充填

構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け
外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ

腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

天井裏:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5張
天井裏:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5両面張

天井裏:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5張

5
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0

1
1
8

盛土 厚118

断熱材:ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚100敷き(端部立下り GL-400共)

砂敷 厚30+防湿材:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15敷き(端部立下り GL-400共)

砕石敷(RC-40) 厚100
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盛土 厚118

盛土 厚118

既設ﾀﾞｸﾄ給気口

既設ﾀﾞｸﾄ給気口

1FL

1FL 1FL

1FL

PL

2SL

2SL

[増築]矩計図(１)
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120
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400

100
120

400 400

笠木-1:ｱﾙﾐ製 既製品 W400

笠木-1:ｱﾙﾐ製 既製品 W400

3
,
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2
,
5
7
0

FB-3*50 @600

FB-3*50 @600

Ａ－１０

一部撤去

一部新設

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

砕石敷(RC-40) 厚100
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事
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+合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0
屋根-2:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し(ｽﾗﾌﾞ勾配1/75以上)の上 保護ﾌｨﾙﾑ+断熱材

BB-2種(ｽﾃﾝｶﾗｰ)､捨て笠木付
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砕石敷 厚100(RC-40)

砂敷 厚30+防湿材:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15敷き(端部立下り GL-400共)

外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ
構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け

外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K 厚50充填

ｱﾙﾐ製縦すべり出し窓(ALC枠)

掴み金物:ｽﾁｰﾙ製既製品(亜鉛ﾒｯｷ処理) ＠1000程度
縦樋-2:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ一般管(ｶﾗｰVP管) φ75

排水ｶﾊﾞｰ:塩ﾋﾞ製

T字管ｷｬｯﾌﾟ:塩ﾋﾞ製

外壁-1

巾木-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上
ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上
長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0
(壁際周囲+中央2色張)

天井:LGS 19形下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9
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 渡り廊下 

腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

2
,
6
0
0

手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付
 1時間耐火仕様

断熱材:ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚100敷き(端部立下り GL-400共)
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BB-2種(ｽﾃﾝｶﾗｰ)､捨て笠木付
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外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ
構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け

ｱﾙﾐ製縦すべり出し窓(ALC枠)

外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K 厚50充填
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W
6
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天井裏:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5張

1,150 1,510

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上
長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄB 厚2.0

壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張
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天井:LGS 19形下地
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5
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0  待合 

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ
(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)
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 診察室1 
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1,300

巾木-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上 ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上
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1
2
5

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

砕石敷(RC-40) 厚100

室外機置場床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ

増E

屋根-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し(ｽﾗﾌﾞ勾配1/75以上)の上 保護ﾌｨﾙﾑ+断熱材
+合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 機械的固定工法(SI-M2) 厚2.0

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付
 1時間耐火仕様
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腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

1
1
8
5
0
0

砕石敷 厚100(RC-40)

断熱材:ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚100敷き(端部立下り GL-400共)

砂敷 厚30+防湿材:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15敷き(端部立下り GL-400共)

盛土 厚118 盛土 厚118
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BB-2種(ｽﾃﾝｶﾗｰ)､捨て笠木付
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屋根-1

天井裏:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5張
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ｱﾙﾐ製親子開き框扉(ALC枠)
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段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ金物 幅35 ｱﾝｶｰ付

ﾎﾟｰﾁ:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上 ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上げ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

砕石敷(RC-40) 厚100

盛土 厚118

断熱材:ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚100敷き(端部立下り GL-400共)

砂敷 厚30+防湿材:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15敷き(端部立下り GL-400共)

砕石敷 厚100(RC-40)

最寄りの雨水桝に接続

天井:LGS 19形下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9樹脂製見切

(コの字型)

6
0
0

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上
長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 厚2.0
(壁際周囲+中央2色張)

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付
 1時間耐火仕様外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ

構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け

LY6LY7LY10 LY4

鋼製ﾗﾝﾏFIX窓付片開きﾌﾗｯｼｭ扉 撤去(枠共)

既設巾木:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張
(施釉品) 接続部下地仕上共撤去

(施釉品) 接続部RC壁(有筋)下地仕上共撤去
既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

ｱﾙﾐ製ﾗﾝﾏ両袖内倒し窓付3連FIX窓 撤去(枠、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ共)

(施釉品) 接続部下地仕上共撤去
既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

　既設本館棟(放射線科)　[既設解体]西側立面図　

※ｺﾝｸﾘｰﾄ壁･ﾀｲﾙ張部の解体撤去箇所は､ｶｯﾀｰ切を行うこと。

1FL

排煙面積
0.65㎡

排煙面積
0.65㎡

2SL

PL

1FL

GL

LY6LY7LY10 LY4増D 増C

 渡り廊下 

既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張
(施釉品) 取合い部は既設合わせにて補修 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ構法の上 複層塗材Ｅ吹付

新設外壁:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚100

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 屋根-外壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm 1時間耐火仕様 新設

既設外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗の上 磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張
(施釉品) 取合い部は既設合わせにて補修

ｱﾙﾐ製2連ﾗﾝﾏ突出し窓付FIX窓 新設(枠、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ共)

　既設本館棟(放射線科)　[改修]西側立面図　

排煙面積
0.66㎡

排煙面積
0.66㎡

新設外壁:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚100
縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ構法の上 複層塗材Ｅ吹付
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1FL

GL

2
,
6
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既設ﾀﾞｸﾄ既設ﾀﾞｸﾄ

■　矩計図(２)　　　S=1/30

1/30　1/50（A1）

1/60　1/100（A3）

■　　既設本館棟(放射線科)　[改修]西側立面図　　　　S=1/50

[増築]矩計図(２)

[既設本館棟(放射線科)]西側立面図

■　　既設本館棟(放射線科)　[既設解体]西側立面図　　　　S=1/50

巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ厚2.0巻上げ H100

1
,
1
0
0

ｿﾌﾄ巾木 H300

100
120

400

笠木-1:ｱﾙﾐ製 既製品 W400

100
120

400

笠木-1:ｱﾙﾐ製 既製品 W400

笠木-1:ｱﾙﾐ製 既製品 W400

400

Ａ－１１

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

砕石敷(RC-40) 厚100

100350 3
5
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・　　 部分は、既設排水桝を示す。

・　　　　　 部分は、床仕上下地等の新設範囲を示す。

・　　　　　 部分は、ＲＣ壁(有筋)、壁仕上下地、建具等現況のままの範囲を示す。 ・　　　　　 部分は、ＲＣ壁(有筋)、壁仕上材、建具等の撤去範囲を示す。

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

1/50（A1）

1/100（A3）

■　[増築]１階平面詳細図　　　S=1/50 ■　[既設解体]１階平面詳細図　　　S=1/50
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鋼製建具 W850*H2000
扉･枠共撤去

ｱﾙﾐ製建具 W5175*H2485
窓･枠共撤去

RC壁 W175(有筋) 撤去

・　　　　　 部分は、床仕上下地等の撤去範囲を示す。

・各撤去に伴い、壁周囲・床端部はカッター入れの後、解体撤去を行うこと。

〇　[既設解体]　凡例〇　特記事項

１.鉄骨柱・梁はロックウール 厚25吹付(１時間耐火仕様)とする。

５.防火区画および防火上主要な間仕切壁は、スラブ下まで強化石膏ボード 厚12.5＋12.5両面張(1時間耐火仕様)を立ち上げること。

 　また、区画貫通処理は国土交通省認定工法にて適切に施工のこと。

４.多目的便所、便所の間仕切壁は、スラブ下まで両面石膏ボード張を立ち上げること。

３.特記なき限り軽量鉄骨壁下地は 65型、柱型及び外壁廻りは65型とする。

〇　[増築]　凡例
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縦樋-1:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ一般管(ｶﾗｰVP管) φ100
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樹脂被覆手摺 φ34
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ､ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付

直付吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

樹脂被覆手摺 φ34
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ､ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付

樹脂被覆手摺 φ34
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ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm 1時間耐火仕様

樹脂被覆手摺 φ34
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ､ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付
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EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 内壁-内壁
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樹脂被覆手摺 φ34
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ､ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付

２.外壁-１裏部は､グラスウール24K 厚50充填とする。

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ

ﾎﾟｰﾁ:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上 ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上げ

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製(ﾀｲﾔﾚｽ) W35 ｱﾝｶｰ付

床見切:ｽﾃﾝﾚｽSUS304 厚1.5*幅25

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 内壁-内壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm

Ｍ

(手洗:機械設備)

盤(電気設備)

・　　　　　 部分は、界壁（防火上主要な間仕切壁）を示す。

消

ABC10型消火器
消火器ﾎﾞｯｸｽ:全埋込 扉付

1
,
1
1
5

7
0

1
,
1
1
5

1
,
1
1
5

7
0

1
,
1
1
5

PS

30
10010
120

7
0

1
,
1
0
0

2
,
3
5
0

4
0

2
0

2
3
0

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 外壁ｺｰﾅｰ
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm 1時間耐火仕様
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縦樋-2

窓下ｶｳﾝﾀｰ(手洗付)
(手洗:機械設備)

[増築]１階平面詳細図

[既設解体]１階平面詳細図
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床見切:ｽﾃﾝﾚｽSUS304 厚1.5*幅25

樹脂被覆手摺 φ34
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ､ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付

隔板:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚20*W355*H1110
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化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚6

増1
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

[増築]展開図(１)
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0

巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
厚2.0巻上げ H300

増1

多目的便所　Ｃ面

増E

多目的便所　Ｄ面

7
0
0

7
0
0

1
,
1
0
0

8
5
0

1
,
1
0
0

壁:LGS W65下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

化粧鏡(耐食鏡):機械設備

ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚9.8*H40

L型手摺:機械設備

はね上げ手摺:機械設備

壁:LGS W100下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚9.8*H40

厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

増1

診察室1　Ａ面

ｿﾌﾄ巾木 H100

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

増B

診察室1　Ｂ面
2
,
0
0
0

6
0
0

2
,
2
0
0

4
0
0

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

増1

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

診察室1　Ｃ面

6
0
0

2
,
0
0
0

壁:LGS W90下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

壁:LGS W100下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

増B

診察室1　Ｄ面

4
0

1
,
4
6
0

1
,
1
0
0

8
5
0

2
0
0

2
,
2
0
0

4
0
0

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

窓下ｶｳﾝﾀｰ(手洗付)
(手洗:機械設備)

2
,
6
0
0

▽1FL

増1

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

診察室2　Ａ面

ｿﾌﾄ巾木 H100

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

2
,
0
0
0

6
0
0

診察室2　Ｂ面

2
,
0
0
0

6
0
0

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張壁:LGS W90下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製
(静音ﾀｲﾌﾟ)

壁:LGS W90下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+12.5
両面張下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5の上
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

6
0
0

2
,
0
0
0

壁:LGS W90下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

ｿﾌﾄ巾木 H100

診察室2　Ｃ面 診察室2　Ｄ面

窓下ｶｳﾝﾀｰ(手洗付)
(手洗:機械設備)

4
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1
,
4
6
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1
,
1
0
0

2
,
2
0
0

4
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8
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0
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5
0

5
0

吊下ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ:V型 ｱﾙﾐ製(静音ﾀｲﾌﾟ)

横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5(突付け工法)
の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

2
,
6
0
0

▽1FL

増1 増2

治療計画室･品質管理室　Ａ面

2
,
0
0
0

6
0
0

2
,
0
0
0

6
0
0

(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W90下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

ｿﾌﾄ巾木 H100

治療計画室･品質管理室　Ｂ面

増A

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

4
0

8
5
0

5
0

(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

流し台 L1200､ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ水栓付

9
5
0

6
0
0

吊戸棚 L1200×H600､幕板付界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚6

増1増2

治療計画室･品質管理室　Ｃ面

(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

増A

治療計画室･品質管理室　Ｄ面

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

4
0

横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｿﾌﾄ巾木 H100

▽1FL

手洗･待合　Ａ面

2
,
0
0
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3
0
0

7
6
0

手洗壁:LGS W65下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張 ｿﾌﾄ巾木 H300

(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

増2 増3 増4 LX4

2
,
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0
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2
,
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1
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0
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6
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(突付け工法)の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W90下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ
腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

ｿﾌﾄ巾木 H300手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

ABC10型消火器
消火器ﾎﾞｯｸｽ:全埋込 扉付

盤(電気設備)

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 内壁-内壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 内壁-内壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm

増E

待合･渡り廊下･待合廊下　Ａ面

待合　Ｂ面

増D 増C 増B

7
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8
5
0

4
0

1
,
4
6
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1
,
1
0
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4
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1
,
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1
,
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2
6
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3
0
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壁点検口(400×700･鍵付) 横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

ｿﾌﾄ巾木 H300 腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

増2

待合　Ｃ面

2
,
0
0
0

6
0
0

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

LX4 増2増3増4

待合廊下･渡り廊下･待合　Ｃ面
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(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ
腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

ｿﾌﾄ巾木 H300

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5 EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 内壁-内壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm

EXP-J金物:ｱﾙﾐ製 内壁-内壁
ｸﾘｱﾗﾝｽ100mm

(突付け工法)の上 EP塗

(突付け工法)の上 EP塗

(突付け工法)の上 EP塗

(突付け工法)の上 EP塗

厚12.5+12.5両面張 EP塗 (突付け工法)の上 EP塗 厚12.5+12.5両面張 EP塗

1
,
0
6
0

8
0
0

2
6
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3
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0

7
6
0

Ａ－１３
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

[増築]展開図(２)

部分詳細図

2
,
6
0
0

▽1FL

▽1FL

手洗　Ｃ面

(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ
腰:LGS W90下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
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待合　Ｄ面

増B 増E

待合･手洗　Ｄ面
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(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ
腰:LGS W90下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

厚12.5+12.5両面張 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

化粧鏡(耐食鏡):機械設備

間接照明ﾎﾞｯｸｽ:PL-厚1.2加工 DP塗

LY6 LY7

[既設解体]待合廊下　Ｄ面

F F

F

F

F

壁:RC壁下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(GL工法)(突付け工法) EP塗 撤去

ｿﾌﾄ巾木 H300

ｿﾌﾄ巾木 H100 撤去既設EXP-J金物

既設ｱﾙﾐ製ﾗﾝﾏ両袖内倒し窓付3連FIX窓 撤去
(枠､排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ共)

既設鋼製ﾗﾝﾏFIX窓付片開きﾌﾗｯｼｭ扉 撤去(枠共)

接続部RC壁(有筋)下地仕上共撤去範囲を示す

接続部下地仕上共撤去範囲を示す

接続部建具撤去範囲を示す

LY6 LY7増C 増D

FF

60°開放

[改修]待合廊下　Ｄ面
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60°開放

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

腰:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

腰:既設下地処理(ﾎﾞｰﾄﾞ面)の上

腰:既設下地処理(ﾎﾞｰﾄﾞ面)の上 EP塗

ｱﾙﾐ製2連ﾗﾝﾏ突出し窓付FIX窓 新設

ｿﾌﾄ巾木 H300 新設

腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ 新設

(突付け工法)の上 腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ 新設

(突付け工法)の上 EP塗 新設

着色部:既設のまま

2
,
6
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0

▽1FL

※ｺﾝｸﾘｰﾄ壁解体撤去箇所は､ｶｯﾀｰ切を行うこと。

▽1FL

増2

ｱﾗｰﾑ弁室　Ａ面

手洗壁:LGS W90下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 EP塗

界壁:LGS W90下地 強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+12.5両面張 EP塗 (突付け工法)の上 EP塗

手洗壁:LGS W90下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5

直
天

立上り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放のまま H100

鉄骨柱:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付

増E

ｱﾗｰﾑ弁室　Ｂ面

鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付

壁:LGS W90下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5+9.5
(突付け工法)の上 EP塗

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5

鉄骨柱:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付

(突付け工法)

増2

ｱﾗｰﾑ弁室　Ｃ面

2
,
0
0
0

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5
(突付け工法)

増E

ｱﾗｰﾑ弁室　Ｃ面

壁:LGS W65下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5
(突付け工法)

8
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0

7
0
0

壁点検口(400×700･鍵付)

ＡＬＣパネル　開口部詳細図　　　S=1/10

ＡＬＣパネル　コーナー部詳細図　　　S=1/10

フロアーハッチ詳細図　　　S=1/10ＡＬＣパネル　パラペット部詳細図　　　S=1/10
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上

ＡＬＣパネル　基礎部詳細図　　　S=1/10

※130

注:渡り廊下部の※130→120とする。

1FL

ｲﾅｽﾞﾏﾌﾟﾚ-ﾄ 厚3.2

ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ

基礎用ﾌﾟﾚｰﾄ(M10内ねじ穴付き)

ﾓﾙﾀﾙ充填:ｱﾝｸﾞﾙ下

ﾛｯｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｻｰ

ｼ-ﾘﾝｸﾞ材

基礎用埋込みﾎﾞﾙﾄ@600

巾木-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上
ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上

通し L-65×65×6
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ｲﾅｽﾞﾏﾌﾟﾚ-ﾄ 厚3.2

ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ

定規ｱﾝｸﾞﾙ L-65×65×6

埋込みｱﾝｶｰ PL-6×100×100 @900
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周囲ｼ-ﾘﾝｸﾞ材 ﾄﾞﾚｲﾝ-1:横引きﾄﾞﾚｲﾝ:鋳鉄製 φ100
塗装品 呼樋共T字管ｷｬｯﾌﾟ:塩ﾋﾞ製

笠木-1:ｱﾙﾐ製 既製品 W400
BB-2種(ｽﾃﾝｶﾗｰ)､捨て笠木付

(ｶﾗｰVP管) φ100
縦樋-1:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ一般管

＠1000程度
掴み金物:ｽﾁｰﾙ製既製品(亜鉛ﾒｯｷ処理)

外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ
構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け

通し L-125×75×7×10

ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ
ｲﾅｽﾞﾏﾌﾟﾚ-ﾄ 厚3.2
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外壁-1:軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ 厚120 縦壁ﾛｯｷﾝｸﾞ
構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け

構法の上 複層塗材Ｅ吹付 一部､塗分け
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ｼ-ﾘﾝｸﾞ材

ｼ-ﾘﾝｸﾞ材 基礎用ﾌﾟﾚｰﾄ(M10内ねじ穴付き)自重受けﾋﾟｰｽｱﾝｸﾞﾙ

共通Lﾌﾟﾚｰﾄ 厚6

取付けﾋﾟｰｽｱﾝｸﾞﾙ

鉄骨柱:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付
1時間耐火仕様

1時間耐火仕様
鉄骨梁:ﾛｯｸｳｰﾙ 厚25吹付

巾木-1:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上
ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上
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ｽﾃﾝﾚｽ目地 L-12×15×3(SUS304)

ｸｯｼｮﾝ:3×25(ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ)

ｱﾝｶｰ:厚4.5 @396

把手 厚2.0(SUS304 HL)

中蓋把手:φ9(SS400)

ﾓﾙﾀﾙ充填

1
5
0

既設ﾏﾝﾎｰﾙ φ600

既設ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

床見切詳細図　　　S=1/5
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床見切:ｽﾃﾝﾚｽSUS304 厚1.5*幅25

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 厚25打込

ｱﾝｶｰ止め

EXP-J

裏側ﾓﾙﾀﾙ充填

ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ:ｽﾁｰﾙ製 800角 ｽﾃﾝﾚｽ目地 密閉形

ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ:ｽﾁｰﾙ製 800角 ｽﾃﾝﾚｽ目地 密閉形

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13
D10 @200SC

D10 @200SC
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3
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0
0

手摺:樹脂被覆手摺 φ34
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材 新設

※ｶﾈｿｳ㈱:ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ ﾓﾙﾀﾙ充填用(充填深さ:30mm) 屋内用 二重蓋 密閉形(防水･防臭形)

手摺詳細図　　　S=1/5
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笠木φ34
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33
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Vｴﾝﾄﾞ笠木φ34

ｶﾊﾞｰ

＠1,000以内

Vｴﾝﾄﾞ

5
2

41.8

150＠1,000以内

3
8

3
4

5
5

笠木φ34

ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材

ｽﾁｰﾙ製 ｽﾃﾝﾚｽ目地 大口径ﾊｯﾁ W-1-800　　または同等品以上

※ﾅｶ工業㈱:廊下･階段手すり ｽﾘﾑ目地ﾀｲﾌﾟ O-34Vsl ﾋﾞﾆﾚｰﾝ (ﾌﾟﾚ-ﾝﾀｲﾌﾟ)　　または同等品以上

屋内用仕様

笠木　 : O-34　 　 　 　 　 　 　

ﾌﾞ ﾗｹｯﾄ: AFNﾀｲﾌﾟ

●笠木: 半硬質樹脂二層成形(抗ｳｲﾙｽ･抗菌仕様)

●笠木受: ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材　

●ｴﾝﾄﾞ ｷｬｯﾌﾟ : 樹脂成形品
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6

4.2

3
0
0
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4
4

腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

(
1
0
0
)

巾木用見切 既製品

腰壁シート詳細図　　　S=1/3

腰壁用見切 既製品

※東ﾘ㈱:腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ 不燃腰壁ｼｰﾄ､腰壁用見切 腰壁用ﾆｭｰﾓｰﾙ材､巾木用見切 ﾌﾟﾁﾓｰﾙ　　または同等品以上

R10

腰壁用見切 既製品

腰壁用塩ﾋﾞｼｰﾄ

巾木用見切 既製品

厚2.0巻上げ H300
巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

厚2.0巻上げ H300

R面取
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下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞ二重張

1/50　1/10　1/5　1/3（A1）

1/100　1/20　1/10　1/6（A3）

100 150 150 100800×80050 50

Ａ－１４
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

ライニングカウンター詳細図　　　S=1/20
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0
0

厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W65下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚9.8*H40

隔板:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚20*W355*H1110
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壁:LGS W100下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ厚2.0
巻上げ H300

はね上げ手摺:機械設備

大便器:機械設備
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壁:LGS W100下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
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巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ厚2.0
巻上げ H100

厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W90下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚9.8*H40

小便器:機械設備L-40×40×5

3
0
0

150

8
5
0

4
0

L-40×40×5

ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚9.8*H40

洗面器:機械設備

壁:LGS W100下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

(
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巾木:長尺ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ厚2.0
巻上げ H300

厚12.5+9.5の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
壁:LGS W65下地 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

化粧鏡(耐食鏡):機械設備
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洗面器部分　　S=1/20大便器部分　　S=1/20小便器部分　　S=1/20

※ｱｲｶ工業㈱:ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ KQA　　または同等品以上

部分詳細図

表示基板：アクリル板　t3
UV印刷

1 ピクトサイン（側面型）【男】 数量　　　1縮尺　　　1/3 2 ピクトサイン（側面型）【手洗】 数量　　　1縮尺　　　1/3 3 ピクトサイン（正面型）【多目的便所】 縮尺　　　1/3、1/5 数量　　　1

4 ピクトサイン（正面型）【診察室1】 縮尺　　　1/3、1/5 数量　　　1 5 ピクトサイン（正面型）【診察室2】 縮尺　　　1/3、1/5 数量　　　1 6 ピクトサイン（正面型）【治療計画室・品質管理室】 縮尺　　　1/3、1/5 数量　　　1
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表示基板：アクリル板　t3
UV印刷

アルミ押出型材
焼付塗装仕上

ブラケット：アルミ押出型材
焼付塗装仕上

ABS樹脂レール
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表示基板：アクリル板　t3
UV印刷

アルミ押出型材
焼付塗装仕上

ブラケット：アルミ押出型材
焼付塗装仕上

ABS樹脂レール
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式

※スライドロック機構　脱着式
（ABS樹脂成形）
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UV印刷
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式

※スライドロック機構　脱着式
（ABS樹脂成形）
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式

※スライドロック機構　脱着式
（ABS樹脂成形）
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式
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表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

ベース：スライドロック機構
脱着式

3 3 ※スライドロック機構　脱着式
（ABS樹脂成形）

■サイン特記仕様

[１]使用材料

　　ａ．木材　　　　：ＶＯＣ商品（ホルムアルデヒド基準Ｆ☆☆☆☆対応）とする。

　　ｂ．アルミ　　　：ＪＩＳ－Ｈ４１００　Ａ－６０６３　Ｓ－Ｔ５（アルミ押出型材）

　　ｃ．アクリル　　：ＪＩＳ－Ｋ－６７１８ー１（キャスト板），ＪＩＳ－Ｋ－６７１８ー２（押出板）

　　ｄ．ステンレス　：ＪＩＳ－Ｇ４３０５　ＳＵＳ３０４、ＨＬ仕上

[２]フォント

　　ａ．書体については、丸ゴシックは「スーラＤＢ」、角ゴシックは「新ゴＭ」を基準とする。

　　　※ただし、係員より特定の書体の指示があった場合にはこの限りではない。

[３]ピクトグラム

　　ａ．図柄については、原稿を作成し係員の承認を受けること。

[４]ユニバーサルデザイン

　　ａ．ピクトグラム表示や点字サインの導入を推奨する。

　　ｂ．多様な色覚に対応した配色や明度差を理解しているＣＵＤ賛助会員による製作とする。

[５]取付位置・方法

　　ａ．取付位置については、視認性を考慮し係員と協議の上決定する。

　　ｂ．取付方法については、取付位置の下地などを考慮し適切な方法で取り付けを行うこと。

　　ｃ．障害者用サインについては、自治体福祉要綱に基づき、係員と協議の上決定する。

[６]その他

　　ａ．室名札については、部屋の移動・名称変更に対応できるよう脱着式を基本とする。

　　　　又、室名札脱着の際には　スライドロック機構、専用吸盤などを利用し

        商品の損傷等がなくスムーズに脱着できる仕様とすること。

　　ｂ．サイン計画については、当施設の他工事と充分に調整協議をすること。

サイン詳細図

1/20　1/10　1/5　1/3（A1）

1/40　1/20　1/10　1/6（A3）
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間接照明ボックス詳細図　　　S=1/10

間接照明ﾎﾞｯｸｽ:PL-厚1.2加工 DP塗

FB-3*50 @600

PL-3.2 @600

軽量鋼製下地

各種石膏ﾎﾞｰﾄﾞ+EP塗

LED照明(電気設備)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚9.5下張 ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 厚9

LGS 19形下地

Ａ－１５
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

ＥＸＰ-Ｊ金物詳細図
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1/4（A3）
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EXP-J

建具工事特記仕様書

建具案内図

－（A1）

－（A3）

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

一般事項

１．本表の範囲

本表は設計図に示す建具及び建具工事特記仕様（一般事項　特記事項　標準詳細図）を一括して表す。

戸棚及びカウンター等その他これに附属する建具は別図詳細図によるものとし本表には含まない。

２．シンボル ３．防火戸シンボル

４．建具の符号

６．ガラスの種類と符号

機　　構

常時施錠式

常時閉鎖式防火戸

手動開放自動閉鎖機構

（１枚の大きさ３㎡以下）

常時開放式防火戸

自動閉鎖機構

常時開放式防火戸

遮煙性能

随時閉鎖熱感知器又は温度ヒューズと連動する

随時閉鎖煙感知器と連動する自動閉鎖機構

Ｆ Ｆ

Ｓ

Ｆ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

５．建具の型式と表示

Ｓ　Ｇ

Ｐ

Ｆ

Ｈ　Ｐ

ＧＢＰ

スリ板

磨板

型板

熱線吸収磨板　　ブルー

熱線吸収磨板
グレー

ブロンズ

７．建具金物の種類と符号

シリンダー箱錠

本締り付モノロック錠

モノロック錠

シリンダー本締錠

棒錠本締錠

ケースハンドル

ＣＰ

ＣＬ

ＣＭ

ＰＤ

ＬＤ

Ｋ

Ｗ

Ｓ

ＳＴ

木　　　製

鋼　　　製

ステンレス製

８．沓摺の材種と符号

９．ステンレス沓摺の型式と符号

番　　号 ＳＴ－１ ＳＴ－２ ＳＴ－３

型　　式

４×１２ ４０×２０×２．０ ２．０曲げ加工

１０．ドアガラリの材種と符号

Ｗ　Ｇ

Ｓ　Ｇ

Ａ　Ｇ

木　　製

鋼　　製

アルミ製

防火設備
ｼｬｯﾀｰ

防火設備
特定

特定
防火設備

特

特

特

特

防

防

防

防

アルミ製　扉

アルミ製　窓

アルミ製　ガラリ

アルミ製　枠（建具なし）ＡＦ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製　ガラリ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＦ

スチール軽量　窓

スチール軽量　扉

ＬＳＷ

ＬＳＤ

スチール製　枠（建具なし）

ＡＷＤ アルミ製　窓付扉

沓摺は特記なき限り　ＳＴ－２　とする。

ドアチェック

特殊建具

　１．建具用金物は特記を除き、ステンレス製若くしは真ちゅうクロームメッキ製とし総て

　２．特記のあるもの、指定の不明確な金物は外観、性能、材種、取付け箇所等が建具

　　　に相応したものを用いる。

　３．既製又はこれに準ずる建築用金物のうち、性能上必要な最小限のものについては、

　　　特記がなければ建具製作所の仕様による。

　４．ステンレス製建具金物は、ＪＩＳのＳＵＳ－３０４とする。

　５．錠前のバックセットは６４ｍ／ｍ以上とする。

　　　見本品を提出の上、監督職員の承諾を得ること。

　６．特記なきガラリの有効開口率は35％とする。

　７．特記のない扉見込は、鋼製・木製（襖・障子を除く）の場合は４０ｍｍ、

　　　鋼製軽量の場合は３６ｍｍとする。

　８．特記のない外部に面する鋼製開き戸は簡易機密とする。

　９．レバーハンドルはステンレス製とする。

１０．特記のない握玉、押板類、クレセント、オペレーター類の取付位置は、下表による。

金物の種類

握玉、取手類の中心

押板類の中心

ｸﾚｾﾝﾄ、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ類の中心

レバーハンドルの中心

錠類の中心

床上端からの金物の高さ（ｍ）

　　　また、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」にも準じること。

０．８

０．８以上１．４以下とする

シャッター

　２．重量シャッターのガイドレール、まぐさ、座板又は座板の包み板、開閉機のカバー

　　　及びスイッチボックス類のカバーはステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする。

　　　・２表による。

　１．シャッターに用いる鋼板は、表面処理亜鉛メッキ鉄板（標仕１４．２．３（ａ）

　３．重量シャッターの各部使用箇所と鋼板及びステンレス鋼板の厚さは、標仕１６．１０

　４．軽量シャッターの各部使用箇所と鋼板の厚さは、標仕１６．１１．２表による。

　５．軽量シャッターのスラット鋼板は合成樹脂塗料の焼付けをしたものとする。

　　　による）とし、亜鉛の最少付着量が両面で１２０ｇ／㎡以上のものを使用する。

木製建具

　　　木製枠使用の場合吊元は桧とする。

　２．合板フラッシュ戸に使用する合板は、水掛り部分をタイプⅠその他をタイプⅡとして

　　　全てシナ合板とする。合板の厚みについては特記仕様書建具工事による。

　　　ト締めとする。

　１．木製建具枠は鋼製もしくは木製とし、その使用区分は建具表による。

　３．ドアチェック、アームストッパーの取付けがボルトは建具を貫通し、ＰＬを当て化粧ナッ

特殊建具

　６．くぐり戸はＷ８００×Ｈ１８００　誘導標識付とする。

建具工事特記事項

一般事項

　１．アルミニュム押出型材は、ＪＩＳ　Ｈ－４１００のＡ－６０６３Ｓで原則として製作所

　　　が通常使用している既製の断面のものとする。

　　　但し、Ｂ類建具は通常使用しているものに限る。

アルミ製

建具

鋼製建具

　２．アルミニュム製建具の各種性能、表面処理は特記仕様書建具工事による。

　３．表面処理の種別（標仕１４．２．１表）による　建具の区分は下記の通りとする。

　　　　　　　　　　　　　　　床仕上高さが異なる場合

　　　　　　　　　　　　　　　ＰＡＴ扉の場合

　　　　　　　　　　工　法　　アンカー付きとし先詰モルタル工法とする。

　　　　　　　　　　　　　　　外部廻り出入口及び内部水掛り部出入口

　　　　　　　　　　パテ

　　　　　　　　　　シーリング　

　　　　　　　　　　ガスケット　　

　　　５．ガラスの留付材の使用区分は下記による。

　６．沓摺の種別及び工法は特記を除き下記による。

　７．網戸取付位置は建具表による。

　８．建具表に示すガラリ部の防虫網はステンレス製（１６メッシュ）で取付方法は

　　　ステンレスビス止めとし取り外し可とする。

＾
　９．各扉のリターン用ドアグリルの形状は＾型とし、材質仕上りは建具表による。

　　　性能の認定を受けたものであること。

鋼製軽量

建具

　３．素地ごしらえ、錆止め塗装、塗り工法は鋼製建具に準ずる。

　　　による）とし、亜鉛の最少付着量が両面で６０ｇ／㎡以上のものとする。

ステンレス製

建具

　３．仕上はヘヤーライン（Ｈ．Ｌ）としヘアーライン＃１２０　パフ仕上　NO．８を標準

　　　とする。

　２．使用箇所とステンレス鋼板の厚さは特記を除き標仕１６．５．１表による。

　１．ステンレス製建具に用いる　ステンレス鋼板はＪＩＳ　Ｇ－４３０５のＳＵＳ－３０４

　　　を使用する。

　１．建具寸法は概略を示すものであり詳細は製作図作成の上、監督職員の承諾を得ること。

　２．外部建具の結露水は建具において排水可能な構造とすること。

　３．硝子は指示あるも現場にて多少変更する事がある。

　４．建具廻り及びガラスのシーリング材料は、特記仕様書建具工事、雑工事を参照のこと。

１０．建具符号図、建具表に防火戸の指定のあるものは、建築基準法に基く防火

　　　　　　　　　　種　別　　床仕上材が異なる場合 ＳＴ－２

ＳＴ－３

ＳＴ－３

ＳＴ－３

ステンレス製　扉

ステンレス製　窓

ステンレス製　ガラリ

ステンレス製　枠（建具なし）

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＴＦ

オーバーヘッドスライダーＯＳ

ＳＳ

ＬＳＳ

ＥＳＳ

ＥＬＳＳ

スチール製　シャッター

スチール製　軽量シャッター

スチール製　電動シャッター

ＢＳＳ

スチール製　電動軽量シャッター

スチール製　防爆形シャッター

ＥＳＳＳ 電動高速シートシャッター

ＷＤ

ＷＷ

木製　扉

木製　窓

ＷＧ 木製　ガラリ

ＷＷＤ 木製　窓付扉

スチール製　パ－ティション

ＳＬＷ 可動間仕切

ＶＣ ビニールカーテン

ＴＢ トイレブース

ＳＰＴ

ＦＷＧ

ＰＷＧ

Ｆ　Ｌ

ＨＰＷ

ＧＳＰＷ

網入型板

網入磨板

フロート

熱線吸収網入磨板

熱線吸収網入磨板

ブルー

グレー

ブロンズ

フロアヒンジ

オートヒンジ

ピポットヒンジ

ラバドリーヒンジ

ＤＣ

ＦＨ

ＯＨ

ＰＨ

ＬＨ

ＴＢ

ＳＮ

ＺＢ

テラゾーブロック

本石

人研ブロック

ドアクローザー

ＳＴＧ ステンレス製

ＦＬＧ

ＰＬＧ

ＨＨＲ

ＴＰ

線入型板

線入磨板

高性能熱線反射ガラス

強化ガラス（学校用）

ＧＢ ガラスブロック

ＰＡＴ

Ａ　Ｔ

ＳＡＴ 準エアタイト型　１５ｍ／ｈｒ㎡以上

３

３

３

１１．建具の気密度と符号

完全エアタイト型　１ｍ／ｈｒ㎡以上

エアタイト型　　　４ｍ／ｈｒ㎡以上

準エアタイト型　１５ｍ／ｈｒ㎡以上

Fix

引 違 い

はめごろし

片 引 き

内 倒 れ

引 分 け

突 出 し

片 開 き

すべり出し

両 開 き

回 転

上 げ 下 げ

シャッター

バ ラ ン ス

ガ ラ リ

引 上 げ

建具工事特記仕様書

整理番号

建具の符号

　２．使用箇所による鋼板の厚さは、特記を除き標仕１６．５．１表による。

　１．鋼製軽量建具に用いる鋼板は、表面処理亜鉛メッキ鉄板（標仕１４．２．３

　　　　　※ＢＢ－１種

１．００

１．００

１．００

３

　　　による）とし、亜鉛の最小付着量が１２０ｇ／㎡以上のものを使用する。

　２．使用個所による鋼板の厚さは特記を除き標仕１６．４．２表による。

　３．素地ごしらえは、標仕１８．２．３表による。錆止め塗料は、Ｃ種　ＪＡＳＳ　１８

　　Ｍ－１１１　水系錆止めペイントを使用し、塗り工法は標仕１８．３．３による。

　４．ＰＳ、ＤＳ、ＥＰＳ、改メ口建具の気密性能はＡＴ（４ｍ／ｈｒ㎡）する。

　１．鋼製建具に用いる鋼板は、表面処理亜鉛メッキ鉄板（標仕１４．２．３

汚染検査コーナー

散
水

栓

レディースルーム

待合廊下
[±0]

ＲＩ管理室

前室

リニアックＲＩ
空調機械室

診察室1

前室

ＣＴシュミレーション

廃棄物保管室

EXP-J

スタッフルーム

女子更衣室

倉庫

待機室

体外測定室

貯蔵庫

処置室
準備室

消

診察室2 器材室

散水栓

リニアック

操作室

LY10

LY7

LY6

LY4

LY2

LY1

LY10

LY1

AW AD
1

AW

LSD
5

散
水

栓

待合廊下
[±0]

ＲＩ管理室

前室

診察室1

前室

ＣＴシュミレーション

リニアックＲＩ
空調機械室

レディースルーム

LY10

LY7

LY6

LY4

LY2

LY1

AW
11

11
SD

増1 増2 増4 LX4 LX5 LX6 LX4

[増築]１階建具案内図

■　建具案内図

特 記 事 項

　１．図面内に書かれている　特　は、特定防火設備を示す。

　２．図面内に書かれている　防　は、法２条第１項９－２号の（ロ）の防火設備を示す。

　　　（防火設備の硝子は網入 厚6.8m/mとする。）

　３．開きドアは全て戸当たり付とする。

　４．引き戸には指詰防止ゴム付とする。

　５．アルミ額縁下枠は全て結露受前板とし、結露排水弁付とする。

　６．金物類は全てカタログまたはサンプル等を提出し、監督職員の承諾を得ること。

　７.各建具表面材及び金物等は、出来る限り抗ウイルス仕様の材料を選定すること。

[既設解体]１階建具案内図 は新設建具符号を示す
AW
11

AW
1

 は撤去建具符号を示す

　・オペレーター(隠蔽式)

増E

増D

増C

増B

増A

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

室外機置場

便所 手洗
[±0]

多目的便所
[±0]

渡り廊下
[±0]

診察室1
待合[±0]

E
X
P
-
J

[±0]

診察室2
[±0]

消

治療計画室
品質管理室

[±0]

仮
設

扉
仮

設
間

仕
切

壁

AW

1
AW

AW

AW
LSD

LSDLSD
5

LSD
2

LSD
1

LSD
3

AW

AW

AW

AD
2

AW AWAW

1

2

3

4

4

4

5

6 6

7 7 7

8

SD
1

　・仮設扉

増3

消

ｱﾗｰﾑ弁室
[±0]

Ａ－１７
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

姿　図

数 量符 号

形　状

室　名

材 質 仕 上

枠見込 建具見込

硝　子

金　物

備　考

数 量符 号

材 質 仕 上

枠見込

硝　子

金　物

備　考

建具見込

室　名

形　状

材 質 仕 上

枠見込

硝　子

金　物

備　考

建具見込

室　名

形　状

姿　図

姿　図

数 量符 号

▽FL

1

［新設］建具リスト

1/50（A1）

1/100（A3）

AD
　[新設] １箇所

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

▽FL

800

1
,
8
0
0

AD
　[新設] １箇所

2
　[新設]

AW
1

２箇所

2,300

天井面

4
0

2
,
6
0
0

4
0

　[新設]
AW
2

　[新設]
AW

１箇所
3

　[新設]
AW

１箇所
4

　[新設]
AW
5

1階:待合

70 －

ｱﾙﾐ押出型材

70

ｱﾙﾐ押出型材

ｱﾙﾐ製片開き片面ﾌﾗｯｼｭ扉(仮設扉)

1階:待合廊下

－

－

BB-2種 BB-1種

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

1階:待合

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

1階:待合

　[新設]
AW
6

　[新設]
AW
7

　[新設] １箇所 　[新設] １箇所
1

AW
11

　[撤去] １箇所

70 －

ｱﾙﾐ押出型材

ｽﾃﾝﾚｽ丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､本締錠､ｱﾙﾐ額縁､付属金物一式

F F

F

F

1,099 70 70 500 70 70 1,099

5,175

1,098.5 1,098.5

1
,
0
8
5

6
0
0

2
,
5
8
5

▽FL

ｱﾙﾐ製ﾗﾝﾏ両袖内倒し窓付3連FIX窓

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

B-1種

　[撤去] １箇所
SD

F

1
0
0

7
0
0

1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0
4
8
5

2
,
5
8
5

850

亜鉛めっき鋼板

壁厚+20 40

鋼製ﾗﾝﾏFIX窓付片開きﾌﾗｯｼｭ扉

1階:待合廊下 1階:待合廊下

SOP塗

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

下枠･水切：SUS PL-厚2.0加工

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-3)

内倒し金物､ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(隠蔽式)､ｵﾍﾟﾚｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ､ｽﾃｲﾀﾞﾝﾊﾟｰ､木製額縁､付属金物一式 丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､本締錠､機械警備ﾏｸﾞﾈｯﾄ､付属金物一式

［撤去］建具リスト

2
,
0
0
0

1,250

6
0
0

2
,
6
0
0

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

付属金物一式

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

1,115 70 1,115

付属金物一式

ｱﾙﾐ製親子開き框扉(ALC枠)

4
0

2
,
6
0
0

天井面

4
0

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

1,700

ｱﾙﾐ製2連引違い窓(ALC枠)

1階:診察室2

型板ｶﾞﾗｽ厚6

戸車･ﾚｰﾙ､ﾛｯｸ付ｸﾚｾﾝﾄ､結露排水弁､ｽﾃﾝﾚｽ網戸､二重水切､ｱﾙﾐ額縁

付属金物一式

１箇所

4
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

天井面

4
0

1,100

ｱﾙﾐ製引違い窓(ALC枠)

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

戸車･ﾚｰﾙ､ﾛｯｸ付ｸﾚｾﾝﾄ､結露排水弁､ｽﾃﾝﾚｽ網戸､二重水切､ｱﾙﾐ額縁

付属金物一式

4
0

2
,
6
0
0

天井面

4
0

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

1,700

ｱﾙﾐ製引違い窓(ALC枠) ｱﾙﾐ製引違い窓(ALC枠)

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

付属金物一式

戸車･ﾚｰﾙ､ﾛｯｸ付ｸﾚｾﾝﾄ､結露排水弁､ｽﾃﾝﾚｽ網戸､二重水切､ｱﾙﾐ額縁戸車･ﾚｰﾙ､ﾛｯｸ付ｸﾚｾﾝﾄ､結露排水弁､ｽﾃﾝﾚｽ網戸､二重水切､ｱﾙﾐ額縁

▽FL ▽FL ▽FL

　[新設]
LSD
3

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)

亜鉛めっき鋼板

40

　[新設]
LSD
4

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)

亜鉛めっき鋼板

壁厚+20 40

1,050

2
,
0
0
0

2
0
0

　[新設]
LSD
5

２箇所

950
有効900 有効800

2
,
0
0
0

2
0
0

3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
,
5
5
0

1
5
0

亜鉛めっき鋼板

壁厚+20 40

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ(外付け枠ﾀｲﾌﾟ)

1階:診察室2､治療計画室･品質管理室

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-2)

戸車･傾斜ﾚｰﾙ､制御装置ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟ､ﾌﾘｰｽﾄｯﾊﾟ(中間停止機構付)､ｽﾃﾚｽ引棒(L450)

本締錠､切窓(枠なし)､両面ｽﾃﾝﾚｽｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄ､付属金物一式

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-2)

戸車･傾斜ﾚｰﾙ､制御装置ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟ､ﾌﾘｰｽﾄｯﾊﾟ(中間停止機構付)､ｽﾃﾚｽ引棒(L450)

本締錠､切窓(枠なし)､両面ｽﾃﾝﾚｽｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄ､付属金物一式

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-2)

本締錠､切窓(枠なし)､両面ｽﾃﾝﾚｽｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄ､付属金物一式

戸車･傾斜ﾚｰﾙ､制御装置ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟ､ﾌﾘｰｽﾄｯﾊﾟ(中間停止機構付)､ｽﾃﾚｽ引棒(L450)

▽FL

　[新設] １箇所
LSD

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)

亜鉛めっき鋼板

40

2

1階:多目的便所

1,050

3
0
0

1
5
0

有効900

2
,
0
0
0

2
0
0

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-2)

戸車･傾斜ﾚｰﾙ､制御装置ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟ､ﾌﾘｰｽﾄｯﾊﾟ(中間停止機構付)､ｽﾃﾚｽ引棒(L450)

大型表示錠(大型ｻﾑﾀｰﾝ)､切窓･ｶﾞﾗﾘ一体型(枠なし)､両面ｽﾃﾝﾚｽｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄ､付属金物一式

▽FL ▽FL ▽FL

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

500

天井面

4
0

4
0

2
,
6
0
0

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

1階:渡り廊下

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

1階:待合廊下

▽FL ▽FL

2
,
0
0
0

2
0
0

950
有効800

3
0
0

1
5
0

鋼製軽量片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ(LGS壁内蔵ﾀｲﾌﾟ)

1階:便所

亜鉛めっき鋼板

40

付属金物一式

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-2)

戸車･傾斜ﾚｰﾙ､制御装置ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟ､ﾌﾘｰｽﾄｯﾊﾟ(中間停止機構付)､ｽﾃﾚｽ引棒(L450)

大型表示錠(大型ｻﾑﾀｰﾝ)､切窓･ｶﾞﾗﾘ一体型(枠なし)､両面ｽﾃﾝﾚｽｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄ､付属金物一式

亜鉛めっき鋼板

40

－

70 －

ｱﾙﾐ押出型材 BB-2種

4
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

天井面

4
0

1,100

付属金物一式

ｱﾙﾐ製引違い窓(ALC枠)

戸車･ﾚｰﾙ､ﾛｯｸ付ｸﾚｾﾝﾄ､結露排水弁､ｽﾃﾝﾚｽ網戸､二重水切､ｱﾙﾐ額縁

▽FL

１箇所

1階:診察室1､治療計画室･品質管理室

1階:治療計画室･品質管理室

型板ｶﾞﾗｽ厚6

500

天井面

4
0

2
,
3
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
6
0

型板ｶﾞﾗｽ厚6

縦すべり出し金物､ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ､ｾｰﾌﾃｨｽﾄｯﾊﾟｰ(自動復帰)､調整器､結露排水弁縦すべり出し金物､ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ､ｾｰﾌﾃｨｽﾄｯﾊﾟｰ(自動復帰)､調整器､結露排水弁

２箇所 ３箇所

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

ｱﾙﾐ額縁､付属金物一式 ｱﾙﾐ額縁､付属金物一式

ｱﾙﾐ製縦すべり出し窓(ALC枠) ｱﾙﾐ製縦すべり出し窓(ALC枠)

AW
8

ｱﾙﾐ製2連ﾗﾝﾏ突出し窓付FIX窓

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚6､ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5(ﾗﾝﾏ部)

　[新設] １箇所
1

LSDSD

P

P

2
,
0
0
0

6
0
0

2
,
6
0
0

天井面

850

鋼製片開きﾌﾗｯｼｭ扉

1階:ｱﾗｰﾑ弁室

DP塗

120

ｽﾃﾝﾚｽ丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､本締錠､ﾌﾗﾝｽ落し､戸当り､二重水切､ｱﾙﾐ額縁

ｽﾃﾝﾚｽ丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､本締錠､付属金物一式

沓摺：SUS PL-厚2.0加工(ST-3)

塗装鋼板

型板ｶﾞﾗｽ厚6

155

155

１箇所

2
,
0
0
0

2
0
0

1,400

3
0
0

1
5
0

有効1,250

150

150

1
,
3
5
0

5
0 1
5
0

1
,
3
5
0

5
0 1
5
0

150

1
,
4
0
0

1
5
0

1階:診察室1

155

型板ｶﾞﾗｽ厚4

型板ｶﾞﾗｽ厚4

150

1
,
4
0
0

1
5
0

1階:多目的便所､便所

1階:診察室2､治療計画室･品質管理室

塗装鋼板 塗装鋼板

型板ｶﾞﾗｽ厚4 型板ｶﾞﾗｽ厚4

２箇所

150

塗装鋼板 塗装鋼板

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

突出し金物､ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(隠蔽式)､ｽﾃｲﾀﾞﾝﾊﾟｰ､結露排水弁､ｱﾙﾐ額縁(内外)

4
0

2
,
6
0
0

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ厚5

F

天井面

4
0

2,270

F

1,100 70 1,100

1
,
8
6
0

1
0
0

6
0
0

6
0
0

8
0
0

1
6
0

60°開放 60°開放8
0
0

7
6
0

8
0
0

7
6
0

8
0
0

7
6
0

8
0
0

7
6
0

8
0
0

7
6
0

8
0
0

7
6
0

天井面

8
0
06
0
0

2
0
0

Ａ－１８
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

ＡＤ-１　建具詳細図 ＡＷ-８　建具詳細図 

建具詳細図(１)

1/30　1/3（A1）

1/60　1/6（A3）
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EXIMA31(非防火設備)

親子開き扉

◆設計風圧力：2000Ｐａ(Ｓ-４)

◆水密性能：Ｗ-５

◆気密性能：Ａ-３

◆ガラス：フロート t=5.0

FL

FL

L1
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EXIMA31(非防火設備)

上段突出し窓２連下段ＦＩＸ窓２連

オペレーター(隠蔽式)

◆設計風圧力：2000Ｐａ(Ｓ-４)

◆水密性能：Ｗ-５

◆気密性能：Ａ-３

◆ガラス：上段フロート t=5.0

　　　　　下段フロート t=6.0
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◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

傾斜レール　制御装置エアダンパ（中間停止機構付）駆動方式
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メラミン化粧板貼 ポストフォーム加工

ポリ合板貼フラッシュ　木口：シート貼

1ヶ所K-1 1階　診察室1　窓下カウンター

1階　診察室2　窓下カウンターK-2 1ヶ所
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ポリ合板貼フラッシュ　木口：シート貼本体主材

開 戸 メラミン化粧板貼フラッシュ　木口：メラミン共貼

ポリ合板貼台 輪

附 属 器 具

洗面用ボウル

給水栓

排水トラップ

機械設備

機械設備

機械設備

スライド丁番(キャッチ付)、ドームツマミφ20(WB)

品

名
窓下カウンター

仕　　　様

天 板

本体主材

開 戸 メラミン化粧板貼フラッシュ　木口：メラミン共貼

台 輪 ポリ合板貼

附 属 器 具

洗面用ボウル

給水栓

排水トラップ

機械設備

機械設備

機械設備

スライド丁番(キャッチ付)、ドームツマミφ20(WB)

【　　 断面図 】 【　　 断面図 】 【　　 断面図 】

【　　 断面図 】【　　 断面図 】

あ い う

あ い

Ａ－２１



91.38

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

1/100（A1）

1/200（A3）令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

■　[改修]外構図　　　S=1/50

2,800

LX4

電気設備

Ｍ

8,600

増2

7,960

増1

LY1

1,500

1,500

増4

LY10

増3

490 6,610

3
,
0
0
0

増C

増E

増D

5
,
9
1
0

増B

6
5
0

8
,
8
5
0

3
5
0

室外機置場

増A

1
1
,
9
6
0

6
,
0
5
0

6
,
1
9
0

5,6602,300

3,6102,050

8
0
0
以

上

1,000以上

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

EXP-J

91.32 91.32

91.32

5
0
0

3
,
0
0
0

2
,
4
1
0

91.32 91.32

91.32 91.37

1FL=91.77

貯留槽擁壁天端＝KBM(92.00)

490 6,610

91.37

91.35 91.50

91.33 91.40

91.42

91.42

貯留槽

V
P
-
1
0
0

V
P
-
1
2
5

VP-125 V
P
-
7
5

1

3

2

4

EXP-J

E
X
P
-
J

V
P
-
2
0
0

5

6

6

砂利敷

砂利敷

砂
利

敷

〇　[改修]外構図　凡例

0.00 図中の数字は仕上外構ﾚﾍﾞﾙを示す

AS舗装

砂利敷

整地

整地範囲を示す

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 厚30 新設範囲を示す

砂利敷

91.37

91.37

既設側溝

既
設

側
溝

既
設

側
溝

AS舗装

砂利敷

整地

VP-000

門
扉

排水管を示す　　VP-00:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ一般管（数字は管径を示す) ■特記事項

2.排水管勾配は、原則として1/150以上とすること。

1.外構ﾚﾍﾞﾙ記載あるも概要を示すもので、詳細は現状調査の上、監督職員と打合せの上承諾を得ること。（水勾配等）

3.既設接続部は取合い補修共本工事とする。
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縁
石

A

ﾌｪﾝｽ

門扉

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H1800 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎付 新設範囲を示す

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ門扉 W1000×H1800 南京錠付 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎付 新設範囲を示す

縁石A

側溝

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ W150/170*H200 新設範囲を示す

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ W150*H150 新設範囲を示す

縁石B

縁
石

B

側
溝

縁
石

B

■　[既設解体]外構図　　　S=1/50

〇　[既設解体]外構図　凡例
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B
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石
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縁
石

A

縁
石

A

縁
石

A

縁石A

側溝

縁石B

ﾌｪﾝｽ ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H1800 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎付 撤去範囲を示す

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ W150/170*H200 撤去範囲を示す

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ W150*H150 撤去範囲を示す

U型側溝 W300*H300 PC蓋付 撤去範囲を示す

U型側溝 W300*H300 PC蓋付 新設範囲を示す

木1

木3

木2

木4

木5

木6 木7

低木(抜根共) H500程度 撤去範囲を示す

高木(抜根共) 撤去範囲を示す（数字は撤去樹木ﾘｽﾄ番号を示す）

■特記事項

1.工事期間中の雨水排水処理についても、適切に対処すること。

2.工事範囲内の工作物、埋設物共すべて撤去処分とする。

3.既設接続部はｶｯﾀｰ切を行い撤去すること。

5.渡り廊下増築部にあるRI排水桝及び排水管は現状のまま存置となるため、

　解体及び増築前には埋設物の調査を十分行ってから施工を行うこと。

　想定外の埋設物が出てきたときは、監督職員に報告をし指示を仰ぐこと。

木1

数量 高さ(m) 幹径(m) 枝張(m)

1本

木2

木3

木4

木5

木6

木7

1本

1本

1本

1本

1本

1本

3.00

3.00

4.00

2.50

2.50

3.00

6.00

0.20

0.10

0.10

0.15

0.15

0.20

0.15

1.50

1.50

1.50

1.50

1.50

1.50

1.50

〇　撤去樹木リスト

植込 植込

植込

植込

植込

4.植込の客土すきとり(H≒300)のこと。

土

土

雨水桝を示す（数字は雨水桝ﾘｽﾄ番号を示す）

放射線治療診察室(増築)

渡り廊下(増築)

既設本館棟(放射線科) 既設本館棟(放射線科)

Ｎ Ｎ

砂利敷 厚50 新設範囲を示す

[改修]外構図

[既設解体]外構図
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株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
北　　村　　　通一級建築士登録　第219285号　　　　　　　　

令和４年６月

市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事

密粒度アスファルト舗装(歩道部)　　S=1/20 砂利敷　　S=1/20 Ｕ型側溝　　S=1/20 地先境界ブロック　　S=1/20 歩車道境界ブロック　　S=1/20

メッシュフェンス　　S=1/20

外構詳細図
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路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 厚100

表層：密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ(再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物)舗装 厚30 表層：単粒度砕石4号(C-25) 厚50 既製ｺﾝﾘｰﾄU形側溝 W300

敷ﾓﾙﾀﾙ 厚30

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 厚100

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ 150*150*600

据付ﾓﾙﾀﾙ 厚10

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8-20) 厚100

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 厚100 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 厚100

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8-20) 厚100

据付ﾓﾙﾀﾙ 厚10

歩車道境界ブﾛｯｸ 150/170*200*600

2015050

2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0

Ｈ

270

220

片面歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ据付ﾓﾙﾀﾙ

砂利天

砂利天

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

舗床天

※生ｺﾝｸﾘｰﾄ（21-18-20）　鉄筋（SD295）

※設計条件 設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

基礎条件・・・長期許容地耐力　98kN/㎡（10t/㎡）
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捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 厚100
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※生ｺﾝｸﾘｰﾄ（21-18-20）　鉄筋（SD295）

※設計条件 設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

基礎条件・・・長期許容地耐力　98kN/㎡（10t/㎡）

※朝日ｽﾁｰﾙ工業㈱:UNﾌｪﾝｽ UN-A1800S-50　　または同等品以上

メッシュフェンス門扉　　S=1/20

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-15-20） 厚50～

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 厚100
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PC蓋(既製品)

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

砕石敷き

100100

Ｗ*Ｌ

Ｗ*Ｌ

雨水桝リスト

桝寸法　Ｗ×Ｌ×Ｈ
蓋天端 管底

数量

350×350×H450

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

1

1

1

1

1

1

1

備 考蓋(T-2)記号

1

2

3

4

5

6

7

(舗床天から)(舗床天から)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

PC蓋(既製品)

雨水桝(既製品ＰＣ)　　S=1/20

PC桝(既製品)

PC桝(既製品)

PC桝(既製品)

PC桝(既製品)

PC桝(既製品)

PC桝(既製品)

PC桝(既製品)

350×350×H490 -340

-380350×350×H530

300×300×H450

-300

-300

400×400×H500

400×400×H500

400×400×H500

-400

-400

-400

※朝日ｽﾁｰﾙ工業㈱:UN片開き門扉 H1800-50×W1000 南京錠付　　または同等品以上

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ門扉 W1000×H1800 南京錠付 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ門扉 W1000×H1800 南京錠付

Ａ－２３


